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1 はじめに 
1 は じ めに
1.1 用途

1.1.1 WM 100 TD 治療装置
こ の装置は、 マ ス ク を用い て睡眠関連呼吸障害 (SRRD) の治
療ま た は呼吸不全の間⽋的治療を⾏ う た め、 圧⼒制御を⾏ う 、
非侵襲的か つ非延命治療用の治療装置で す。

こ の装置は体重 30 kg を超え る人が使用で き ま す。 CPAP
モ ー ド は 3 歳を超え る人が使用で き ま す。 こ の装置は医師の
指示に よ っ て のみ使用す る こ と が で き ま す。

こ の装置は、 医療機関内お よ び日常生活環境に お い て使用さ
れ ま す。 日常生活環境に お い て は、 旅⾏に も持 っ て⾏ く こ と
が で き ま す。

1.1.2 WM 100 TH 加温加湿器
こ の取扱説明書に記述さ れて い る加温加湿器は、 治療装置 と
共に使用で き ま す。

こ の加温加湿器は、 治療装置か ら の空気に水分を与え る た め
に使用さ れ ま す。 加温加湿器は呼吸気を加温加湿し、 気道の
粘膜が乾燥す る の を防ぎ ま す。

こ の加温加湿器は、 医療機関内お よ び日常生活環境に お い て
使用さ れ ま す。 日常生活環境に お い て は、 旅⾏に も持 っ て⾏
く こ と が で き ま す。
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1 はじめに
1.2 機能
1.2.1 治療装置

治療装置の フ ァ ン は、 周囲の空気を吸い込み、 フ ィ ル タ を通
し、 圧縮し、 装置出口に送 り 出し ま す。

空気は こ こ か ら ホ ー ス と マ ス ク を通 り 、 患者に供給さ れ ま す。
マ ス ク の前に取 り 付け ら れて い る（場合に よ っ て は マ ス ク に
一体化し て い る）呼気シ ス テ ムは、 CO2 濃度が高い呼気が
ホ ー ス内に蓄積す る の を防ぎ ま す。 
治療装置は、 圧⼒お よ び呼吸フ ロ ー信号を測定 ・ 分析し、 呼
吸状態を感知す る こ と が で き ま す。

こ の装置の機能 と し て、 1 つ の圧⼒レ ベ ル (CPAP)、 ま た は 
2 〜 3 つ の圧⼒レ ベ ル (BiLevel、 ま た は吸気圧、 呼気圧、 終
末呼気圧 ) の設定が可能で す。 使用し て い る バー ジ ョ ン に応
じ て、 プ リ セ ッ ト範囲内で自動的に、 あ る いは手動に よ り 、
圧⼒レ ベ ル を設定す る こ と が で き ま す。 ま た、 モ ー ド に応じ
て、 圧⼒を 1 つ の レ ベ ル で連続的に適用す る こ と や、 患者自
身に よ る切 り 替え、 ま た は時間制御に よ る適用が可能で す。 
圧⼒信号、 呼吸フ ロ ー信号、 呼吸状態は、 保存す る こ と が で
き、 ま た PSG シ ス テ ム に ア ナ ロ グ出⼒す る こ と が で き ま す。

治療デ ー タ は、 装置内 と SD カ ー ド に保存す る こ と が で き 
ま す。

装置は、 オ ン / オ フ ボ タ ン と タ ッ チ ス ク リ ー ン で操作す る こ
と が で き ま す。

装置は、 prismaTS 治療ソ フ ト ウ ェ ア を用い て リ モ ー ト コ ン
ト ロ ー ル が可能で す。

停電の場合に も設定は保持さ れ、 電源が復帰し た時点で治療
が継続さ れ ま す。
JA | 5  
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1 はじめに 
1.2.2 WM 100 TH 加温加湿器
こ の加温加湿器は、 パ ス オ ー バー方式で機能し ま す。 治療装
置か ら送ら れて き た空気が、 あ ら か じ め加温さ れた水の表面
に通さ れ、 空気の相対湿度 と 温度が上が り ま す。 
加温加湿レ ベ ルは治療装置の ボ タ ン を用い て個別に設定す る
こ と が で き ま す。

加温加湿器チ ャ ン バ内の ヒ ー タ ー ロ ッ ド出⼒ と 、 水温は、 治
療装置に よ り 電子的に制御さ れ ま す。  
加温加湿器チ ャ ン バは透明な た め、 水量を い つ で も チ ェ ッ ク
す る こ と が可能で す。

1.3 ユーザの定義
こ の装置を操作す る人は、 こ の取扱説明書に お い て 「ユ ー ザ」
と 呼ばれ ま す。 一方、 「患者」 と は、 こ の治療を受け る人の こ
と で す。 必ず、 こ の取扱説明書に従 っ た操作手順を⾏ っ て く
だ さ い。

1.4 適応
prisma20A
閉塞性睡眠時無呼吸患者を可変圧⼒要件で治療す る た め の
APAP 治療装置。 こ の治療圧⼒は、 患者の圧⼒要件に合わせ
て自動的に調節さ れ ま す。

prismaCR
周期性変動呼吸ま た は チ ェ ー ン ス ト ー ク ス呼吸 ( 例え ば⼼不
全の場合な ど ) の あ る患者、 お よ び中枢型、 混合型、 複合型
の睡眠時無呼吸の患者を治療す る た め の治療装置。 こ の治療
装置は、 変化す る患者の要件に合わせ て自動的か つ継続的に
換気を調節し ま す。

prismaAQUA
上部気道の乾燥や、 呼吸気が冷た す ぎ る と 感じ ら れ る場合
は、治療装置に加温加湿器を組み合わせ て使用す る必要が あ り
ま す。 prismaAQUA は、 医師の指示に よ っ て のみ使用す る こ
と が で き ま す。
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1 はじめに
1.5 禁忌
下記の禁忌が知ら れて い ま す － 担当医は、 各症例に お い て こ
の治療装置の使用の可否を判断す る責任を負い ま す。

急性⼼不全、 深刻な不整脈、 特に血管内脱水に関わ る深刻な
低血圧、 深刻な鼻出血、 高 リ ス ク の気圧外傷、 重度慢性 / 非
代償性肺疾患、 気胸ま た は縦隔気腫、 気脳症、 頭蓋外傷、 脳
外科手術後お よ び脳下垂体ま た は中耳や内耳に対す る外科手
術後の状態、 急性副鼻腔炎 (Sinusitis)、 中耳炎 (Otitis 
media) ま た は鼓膜穿孔、 脱水症。

prismaCR
左室駆出率の低下 (LVEF ≤ 45%) と 、 中程度〜重度の優勢な
中枢性睡眠時無呼吸 (AHI 15/h、 CAHI/AHI 50%、 CAI 10/h)
を伴 う 、 症候性慢性収縮期⼼不全 (NYHA 2 〜 4)。

1.6 副作用
短期間ま た は⻑期間に わ た っ て こ の治療装置を使用し た場合、
次の よ う な好ま し く ない副作用が生じ る こ と が あ り ま す： 呼
吸マ ス ク と 額ク ッ シ ョ ン の圧痕が顔に残る、 顔の紅潮、 鼻づ
ま り 、 鼻の乾燥、 朝の口内乾燥 ( ド ラ イ マ ウ ス )、 副鼻腔の圧
迫感、 結膜の不快感、 胃腸の空気膨満 ( 鼓脹 )、 鼻血。

こ れ ら の副作用は睡眠治療装置を用い た治療に伴 う 一般的な
副作用で あ り 、 WM 100 TD 装置の使用に特に関連す る も の
ではあ り ま せん。
JA | 7  
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2 安全性 
2 安全性
必ず こ の章の説明を お読み く だ さ い。 こ れ ら の注意事項を 
常時参照で き る よ う に し て く だ さ い。

こ の装置は、 指定さ れて い る目的に のみ使用し て く だ さ い  
(p.4 の 「1.1 用途」 を参照 )。

ユ ー ザ ー と 患者の安全の た め、 ま た指令 93/42/EEC の要件
に準拠し、 安全の た め の指示を遵守し て く だ さ い。

2.1 安全に関す る情報
2.1.1 治療装置、 構成部品、 付属品の安全な使用

警告 装置ま たは構成部品の機能不全によ り負傷す る危険性があ り
ま す！ 
破損し た装置や構成部品を使用す る と 、 患者や ユ ー ザ、 周囲
の人を負傷さ せ る恐れが あ り ま す。
⇒ 装置や構成部品は、 外部が破損し て いない場合に限 り 、 使

用し て く だ さ い。
⇒ 装置や構成部品は、 機能点検が問題な く 完了し た場合に限

り 、 使用し て く だ さ い。
⇒ こ の装置の使用は、 デ ィ ス プ レ イ が機能し て い る場合に限

り ま す。
指定さ れた環境条件以外で こ の装置を使用す る と、 負傷す る
危険性があ り ま す！
指定さ れた環境条件以外で こ の装置を使用す る と 、 許容誤差
を超え た り 、 装置が故障し た り 、 患者を負傷さ せ た り す る恐
れが あ り ま す。
⇒ 装置は必ず、 指定さ れた環境条件で使用し て く だ さ い  

(p.78 の 「12.1 テ ク ニ カ ル デ ー タ」 を参照 )。
使い捨て部品を再使用す る と負傷す る危険性があ り ま す！
使い捨て部品は 1 回限 り の使用の た め の も の です。 使い捨て
部品を再使用す る と 、 汚染や機能不全の可能性が あ り 、 患者
に危害を与え る恐れが あ り ま す。
⇒ 使い捨て部品は再使用し ない で く だ さ い。
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2 安全性
治療装置を再使用す る と、 感染の危険性があ り ま す！
治療装置を複数の患者に使用す る場合は、 次の患者に感染症
が移る こ と が あ り ま す。
細菌フ ィ ル タ を使用し て く だ さ い。 細菌フ ィ ル タ な し で装置
を使用す る場合は製造メ ー カ ー、 ま た は指定さ れた業者に、
清掃 と 洗浄を依頼し て く だ さ い。

2.1.2 電源
注意 異常発⽣時に電源プ ラ グを すばや く 抜き取る こ と がで き る よ

う に し て く だ さ い。
電源プ ラ グ が隠れて い る と 、 緊急時に引き抜 く こ と が で き
ず、 負傷の原因 と な る こ と が あ り ま す。
⇒ 電源プ ラ グ と 電源ユ ニ ッ ト に はい つ で も手が届 く よ う に し

て く だ さ い。
不適切な電源を使用す る こ と で、 負傷や機器破損が発⽣す る
危険性があ り ま す！
指定の電源範囲外で装置を使用す る と 、 ユ ー ザ を負傷さ せ装
置を破損す る恐れが あ り ま す。
⇒ こ の装置に は、100 V 〜 240 V の電圧が供給さ れて い る電

源を必ず使用し て く だ さ い。
⇒ 12 V ま た は24 V の電圧で作動す る DC ア ダ プ タ を使用し て

く だ さ い。

2.1.3 持ち運び
注意 装置内への水の侵入には注意し て く だ さ い！

装置を大き く 傾け る と 、 加温加湿器に残 っ た水が装置に入
り 、 装置を傷め る こ と が あ り ま す。
⇒ 加温加湿器に水が入 っ て い る と き は装置を持ち運ん だ り 傾

け た り し ない で く だ さ い。
装置内へのホ コ リ の侵入には注意し て く だ さ い！
装置内に ホ コ リ が侵入す る と 、 装置を傷め る こ と が あ り ま す。
⇒ 装置の持ち運び の際は、 かな ら ず き ち ん と カ バー を し て く

だ さ い。
⇒ 装置の持ち運び の際は、 専用の携帯用バ ッ グ に入れて く だ

さ い。
JA | 9  
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2 安全性 
2.1.4 治療
警告 酸素と可燃性物質を組み合わせて使⽤すると⽕災の危険性が

あります！
酸素を可燃性物質 と 組み合わせ る と 、 突然爆発す る こ と が あ
り ま す。 換気が不⼗分な場合、 周囲領域 ( 衣服、 頭髪、 寝具
な ど ) の酸素濃度が高 く な る こ と が あ り 、 こ れに よ り 患者や
ユ ー ザ、 周囲に い る人を負傷さ せ る恐れが あ り ま す。
⇒ タ バ コ は吸わない で く だ さ い。
⇒ 火気は使用し ない で く だ さ い。
⇒ ⼗分な換気を確保し て く だ さ い。
⇒ 酸素用安全弁を使用し て く だ さ い。
⇒ 酸素用安全弁を使用し て く だ さ い ( 酸素用安全弁は本治療

装置の附属品ではあ り ま せ ん。 酸素用安全弁を使用す る場
合は、 そ の取扱説明書に従 っ て く だ さ い )。

⇒ 装置お よ びね じ継手に は オ イ ルや グ リ ー ス を用いない で く
だ さ い。

⇒ 使用後す ぐ に、 ス プ ラ ッ シ ュ ガ ー ド を戻し て く だ さ い。
酸素と可燃性物質を組み合わせて使⽤すると⽕災の危険性が
あります！
専用の安全器具な し で酸素を供給す る と 、 火災の原因 と な り
人々を負傷さ せ る恐れが あ り ま す。
⇒ 必ず酸素安全弁を使用し て く だ さ い。
⇒ 酸素安全弁 と 酸素供給装置の取扱説明書を遵守し て く だ 

さ い。
⇒ 酸素供給装置は こ の装置か ら 1 m以上離し て設置し て く だ

さ い。 

注意 装置や加温加湿器内のホ コ リ によ り、 治療に支障が起き た
り、 装置の破損が起こ る こ と があ り ま す！
装置に ホ コ リ が侵入す る と 、 治療妨げ ら れ、 装置を傷め る こ
と が あ り ま す。
⇒ 灰色の エ ア フ ィ ル タ を使用し て く だ さ い。
⇒ 必要に応じ て白色の花粉フ ィ ル タ を使用し て く だ さ い ( オ

プ シ ョ ン の付属品 )。
ホース加温シ ス テ ム を使用す る と、 患者側の接続開口部が高
温にな り、 負傷す る危険性があ り ま す！
こ の装置に ホ ー ス加温シ ス テ ム を組み合わせ て使用す る と 、
患者側の接続開口部が若⼲高温に な り ま す。
⇒ ホ ー ス加温シ ス テ ム の取扱説明書を遵守し て く だ さ い。
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2 安全性
2.2 一般情報 
指定品以外の製品を使用す る と 機能に障害が生じ、 目的を達
成で き ない こ と が あ り 、 人体へ の適合性も損なわれ る可能性
が あ り ま す。 取扱説明書で推奨さ れて い る付属品や純正交換
部品が使用さ れて いない と き に は、 保証 ・ 責任に関し て負い
かね ま すの で注意し て く だ さ い。

• 修理、 整備、 メ ン テ ナ ン ス は、 製造メ ー カ ー か、 ま た は製
造メ ー カ ー に よ り 正規に認定さ れた技術者のみが実施で き
ま す。 

• 使用す る前に、 治療装置 と そ れに接続さ れ る構成部品及び
付属品 と の互換性を確認し て く だ さ い。 
装置の改変は、 製造メ ー カ ー ま た は製造メ ー カ ー に よ り 正
規に認定さ れた技術者のみが実施で き ま す。

• 本装置は、 電磁両⽴性 (EMC) に関し て特別に注意し て対
処す る こ と が必要で す。 本装置 と 高周波を放出す る他の機
器 ( 携帯電話な ど ) と の間に は 30 cm 以上の距離を と っ
て く だ さ い。 こ れに は ア ン テ ナ ケ ー ブ ル や外部ア ン テ ナ な
ど の付属品も該当し ま す。 こ れに従わない と 装置の性能低
下に つ なが る可能性が あ り ま す。 

• 装置は、 患者やユーザーへの電磁⼲渉に よ る有害事象を回
避す る た め、 本装置用に規定さ れた EMC 環境以外の場所で
は動作さ せないで く だ さ い (p.4 の 「1.1 用途」 を参照 )。
筐体、 ケ ー ブ ル、 ま たは他の電磁シール ド設備が損傷し て
い る場合は、 装置を動作さ せないで く だ さ い。

• 装置は、 他の機器の す ぐ 隣に置い た り 積み重ねた状態で動
作さ せない で く だ さ い。 故障の原因に な る お そ れが あ り ま
す。 他の機器の す ぐ 隣に置い た り 積み重ねた状態で の動作
が必要な場合、 すべ て の機器が適切に動作す る こ と を確認
し て く だ さ い。

• 使い捨て器具は再利用し ない で く だ さ い。 使い捨て器具は
汚染さ れて い た り 、 機能が損なわれて い る可能性が あ り ま
す。 

• 感染や細菌汚染を避け る た め、 清掃 と 洗浄の項の記載に
従 っ て く だ さ い (p.61 の 「7 清掃 と 洗浄」 を参照 )。
JA | 11  
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2 安全性 
• 治療装置、 構成部品、 付属品の使用に つ い て は、 そ れぞれ
の取扱説明書に も従 っ て く だ さ い。

• 機器を使用す る前に必ず機能点検を実施し て く だ さ い  
(p.71 の 「8 機能点検」 を参照 )。

2.3 こ の文書に掲載さ れ ている警告
警告は、 安全に関す る情報を示す た め に使用さ れて い ま す。

人体や装置に害を も た ら す⾏為の冒頭に、 警告の マ ー ク が示
さ れて い ま す。

警告は次の要素か ら構成さ れて い ま す：

• 警告マ ー ク ( ピ ク ト グ ラ ム )

• 危険度レ ベ ル を示す⾔葉

• 危険に関す る情報

• そ の危険を回避す る た め の指示。

警告は、 危険性の度合に応じ て 3 つ の危険度レ ベ ル で表示さ
れ ま す：

危険！
き わ め て危険な状況を示し ま す。 こ の警告に従わない と 、 重
大あ る いは不可逆的な負傷や死亡を引き起こ し ま す。

 

警告！
き わ め て危険な状況を示し ま す。 こ の警告に従わない と 、 重
大あ る いは不可逆的あ る いは致死的な負傷を引き起こ す可能
性が あ り ま す。

 

注意！
危険な状況を示し ま す。 こ の警告に従わない と 、 軽度〜中程
度の負傷を引き起こ す可能性が あ り ま す。

 

注意！
有害な状況を示し ま す。 こ の警告に従わない と 、 装置の破損
を引き起こ す可能性が あ り ま す。

特定の⾏為に関連し た、 お役⽴ち情報を示し ま す。
 JA W
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3 製品の概要
3 製品の概要
3.1 治療装置の概要

3-1 治療装置

1 2 3 4 5

6

7

89
11 10

番号 名称 説明

1 カ バー 加温加湿器が接続さ れて いない と き に加温加湿器接続
部分を覆い ま す。

2 治療装置の ア ン ロ ッ ク
ボ タ ン

加温加湿器を接続す る た め に カ バ ー を外せ る よ う に し
ま す。

3 画面 治療装置 と 加温加湿器の操作を し ま す。 
設定 と 現在の値を表示し ま す。

4 シ ス テ ム イ ン タ フ ェ ー ス 治療装置 と モ ジ ュ ー ル と を接続し ま す。
5 ハ ン ド ル 治療装置を持ち運ぶ の に使用し ま す。

6 吸引部の フ ィ ル タ コ ン
パー ト メ ン ト

エ ア フ ィ ル タ を ( 場合に よ っ て は花粉フ ィ ル タ も ) 収
納し ま す。 外気が こ こ に吸い寄せ ら れ、 ダ ス ト粒子が
除去さ れ ま す。

7 電源入⼒ジ ャ ッ ク 治療装置に電源ユ ニ ッ ト を接続し ま す。

8 SD カ ー ド ス ロ ッ ト SD カ ー ド を挿入す る た め の も の で す。 デ ィ ス プ レ イ の記
号が、 SD カ ー ド と 治療装置 と の間の通信を示し ま す。
JA | 13  
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3 製品の概要 
3.2 画面
デ ィ ス プ レ イ に表示さ れ る情報は、 治療装置の現在の ス テ ー
タ ス に よ っ て異な り ま す：

• ス タ ンバイ モ ー ド ( 進⾏中の治療な し )

最初の 30 秒間は、 治療開始以降の治療装置使用時間が表
示さ れ ま す。 次に、 自動的に ス タ ー ト画面に切 り 替わ り  
ま す。

ス タ ー ト画面に は時計 と 起床時間 ( 目覚ま し ア ラ ー ム が
セ ッ ト さ れて い る場合 ) が表示さ れ ま す (p. 14 の 「3.2 
画面」 を参照 )。  
設定は治療装置上で⾏ う こ と が で き ま す (p. 57 の 「6 メ
ニ ュ ー の設定」 を参照 )。 

• 治療モ ー ド ( 治療が進⾏中 )

進⾏中の治療が あ り ま す (p. 16 の 「3.2.2 治療モ ー ド の
デ ィ ス プ レ イ」 を参照 )。  
マ ス ク テ ス ト の実施や、 softSTART（入眠補助機能）の 
開始が で き ま す (p. 38 の 「5 使用」 を参照 )。

• 省エ ネ モ ー ド

治療装置で消費さ れ る電⼒を節約し ま す。 デ ィ ス プ レ イ に
は何も表示さ れ ま せ ん。 オ ン / オ フ ボ タ ン を押す こ と
に よ っ て、 ス タ ン バ イ モ ー ド に戻れ ま す。

9 Micro USB ポ ー ト
prismaTS が イ ン ス ト ー ル さ れて い る コ ン ピ ュ ー タ と
の接続に使用し ま す。 こ れに よ り 治療装置上の設定の
変更や、 デ ー タ の エ ク ス ポ ー ト が で き ま す。

10 オ ン / オ フ ボ タ ン
治療装置の ス イ ッ チ を オ ン / オ フ に し ま す。 
治療装置を ス タ ン バ イ モ ー ド に し ま す。 
治療を開始お よ び停止し ま す。

11 送気口 呼吸ホ ー ス を接続し、 患者に空気が供給さ れ ま す。

番号 名称 説明
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3 製品の概要
3.2.1 ス タ ンバイ モ ー ド のデ ィ スプ レ イ 
( 開始画面 )

3-2 ス タ ン バ イ モ ー ド の開始画面

1

2

3

4

5

番号 名称 説明
1 情報メ ニ ュ ー ボ タ ン 情報メ ニ ュ ー を呼び出し ま す。

2 ア ラ ー ム と 起床時間 ア ラ ー ム が セ ッ ト さ れて い る こ と を示し ま す。 
設定さ れて い る起床時間が表示さ れ ま す。

3 メ ニ ュ ー ボ タ ン 設定メ ニ ュ ー を呼び出し ま す。
4 デ ィ マ ー ボ タ ン デ ィ ス プ レ イ を暗 く し ま す。
5 時刻 現在の時刻を表示し ま す。
JA | 15  
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3 製品の概要 
3.2.2 治療モ ー ド のデ ィ スプ レ イ  

3-3 治療モ ー ド の開始画面

21

3

4

5

67

89

番号 名称 説明
1 時刻 現在の時刻を表示し ま す。

2 SD カ ー ド記号 SD カ ー ド が治療装置に挿入さ れて い る こ と を示
し ま す。

3 情報ボ タ ン 現在進⾏中の治療に関す る詳細情報が表示さ れ
た情報画面へ移⾏で き ま す。

4 ア ラ ー ム と 起床時間 ア ラ ー ム が セ ッ ト さ れて い る こ と を示し ま す。 
設定さ れて い る起床時間が表示さ れ ま す。

5 softSTART ボ タ ン

softSTART 機能の ス イ ッ チ を オ ン ま た は オ フ に
し ま す。
残 り 時間が表示さ れて い ま す。 
softSTART が オ フ に な る と 、 設定さ れて い る
softSTART 時間が表示さ れ ま す。 
医師ま た は指定さ れた業者が こ の機能を使用不
可に し た場合は、 softSTART ボ タ ン が表示さ れ
ま せん。

6 呼吸ス テ ー タ ス記号 現在の呼吸ス テ ー タ ス を表示し ま す。

7 マ ス ク ス テ ー タ ス記号 と
リ ー ク イ ン ジ ケ ー タ

呼吸マ ス ク の装着が ど の程度良好で あ る か を示
し ま す。
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3 製品の概要
3.2.3 画面上の記号

8 加温加湿器ボ タ ン
加温加湿器が接続さ れて い て、 オ ン に な っ て い
る こ と を表わ し ま す。 
加温加湿器の設定さ れた レ ベ ル が示さ れて い ま
す。

9 加温加湿器の レ ベ ル ボ タ ン 加温レ ベ ル を上下さ せ る こ と が で き ま す。

番号 名称 説明

記号 名称 説明
装置ス テ ータ ス記号 ( 画面の最上⾏に表示 )

フ ィ ル タ記号
エ ア フ ィ ル タ の交換が必要です。 ( 記号は、
指定さ れた業者が エ ア フ ィ ル タ の交換通知を
有効に し て い る場合に のみ表示さ れ ま す )。

メ ン テ ナ ン ス記号
メ ン テ ナ ン ス が必要で す ( メ ン テ ナ ン ス お
知ら せ機能が有効に な っ て い る と き のみ こ
の記号が表示さ れ ま す )。

USB 記号 USB に接続さ れて い ま す。

CONNECT 記号 prismaCONNECT モ ジ ュ ー ル が接続さ れて
い ま す

SD カ ー ド記号

SD カ ー ド ス ロ ッ ト に SD カ ー ド が あ り ま
す。
記号が点滅し て い る場合、 デ ー タ を SD
カ ー ド に保存中、 ま た は SD カ ー ド か ら読
み出し中で す。

デ ィ スプ レ イのその他の記号

加温加湿器記号

加温加湿器が接続さ れて い て、 ス イ ッ チ が
オ フ に な っ て い ま す。

加温加湿器が接続さ れて い て、 ス イ ッ チ が
オ ン に な っ て い ま す。 
設定さ れて い る レ ベ ル が表示さ れ ま す。

加温加湿器が接続さ れて い て、 水が空に
な っ て い ま す。
JA | 17  
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3 製品の概要 
ア ラ ー ム記号
ア ラ ー ム が セ ッ ト さ れて い ま す。 
ア ラ ー ム記号が表示さ れて いない場合は ア
ラ ー ム が オ フ に な っ て い ま す。

呼吸ス テ ー タ ス記号

呼吸ス テ ー タ ス を表示し ま す：
• 上向き矢印： 吸気
• 下向き矢印： 呼気
• 緑色の矢印： 自発呼吸
• オ レ ン ジ色の矢印： 補助呼吸

無呼吸

マ ス ク ス テ ー タ ス記号
と リ ー ク イ ン ジ ケ ー タ
記号

マ ス ク の装着が良好で リ ー ク がない状態で
す。

マ ス ク の装着に問題が あ り リ ー ク が あ る た
め、 治療効果が得ら れない状態で す。

ホ ー ス直径記号 ホ ー ス の直径を mm 単位で表示し ま す。

メ ニ ュ ー階層記号
現在表示し て い る メ ニ ュ ー階層を表わ し 
ま す：
緑の ド ッ ト が多いほ ど 、 そ の メ ニ ュ ー の 
深い階層に い る こ と に な り ま す。

記号 名称 説明
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3 製品の概要
3.3 構成部品

3-4 構成部品

1

2

3
4

番号 名称 説明

1 電源ユ ニ ッ ト と 接続ケ ー
ブ ル

電源を装置に供給し ま す。 
電源ユ ニ ッ ト と 治療装置を接続し ま す。

2 電源ケ ー ブ ル 電源ユ ニ ッ ト と コ ン セ ン ト を接続し ま す。
3 SD カ ー ド 治療デ ー タ を記録し ま す。 

4 呼吸ホ ー ス  
( 直径 22 mm) 治療装置 と 呼吸マ ス ク を接続し ま す。
JA | 19  
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3 製品の概要 
JA

3.4 付属品

3-5 付属品

2

56

3

4789

10

1

番号 名称 説明

1 直径 22 mm の 
呼吸ホ ー ス 治療装置 と 呼吸マ ス ク と を接続し ま す。

2 花粉フ ィ ル タ  
( 白色フ ィ ル タ )

吸引し た空気を フ ィ ル タ し て、 微細な ダ ス ト粒子や花
粉、 真菌胞子が侵入す る の を防ぎ ま す。 ア レ ル ギ ー の
あ る患者に推奨さ れ ま す。

加温加湿器
3 加温加湿器上部 加温加湿器を密封し ま す。
4 加温加湿器差し込み部 水が漏れ る の を防ぎ ま す。
5 加温加湿器底部 加湿す る た め の水を入れ ま す。
6 下側凹み 加温加湿器を開 く と き に使用し ま す。
7 流入口 治療装置を加温加湿器に接続し ま す。
8 流出口 加温加湿器を装置流出口に接続し ま す。
9 ヒ ー タ ー ロ ッ ド 加温加湿器内の水を加熱し ま す。

10 上側凹み 加温加湿器の持ち運び に使用し ま す。
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3 製品の概要
3.5 ラ ベ ル と記号
3.5.1 治療装置のラ ベ ル

3-6 治療装置の ラ ベ ル

1 2

3

4

5689 7

番号 記号 説明
治療装置の右側にある型番プ レ ー ト

1 
SN 治療装置の シ リ ア ル番号

製造年

治療装置のラ ベ ル と記号

2 、 8 取扱説明書を参照し て く だ さ い

3 装置流入口：空気の流入口

4 取扱説明書に従 っ て く だ さ い。

5 SD カ ー ド用ス ロ ッ ト
JA | 21  
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3 製品の概要 
6 USB ポ ー ト

7 オ ン / オ フ：オ ン / オ フ ボ タ ン を示し ま す。

9 装置流出口：4 hPa 〜 30 hPa ( 装置の タ イ プ に よ っ て異
な る ) で排出

治療装置の下側にある型番プ レ ー ト
Typ： 
WM 100 TD 治療装置の タ イ プ名称

37V 37 V DC

IP21 固形異物に対す る保護の度合。 こ の装置は水滴に対し て
保護さ れて い ま す。

感電に対す る保護の程度：保護ク ラ ス II 装置

こ の装置を生活廃棄物 と し て捨て ない で く だ さ い。

航空機内で の使用に適し て い ま す。 RTCA/DO-160G チ ャ
プ タ ー 21、 カ テ ゴ リ ー M に適合。

タ イ プ BF 適用部品

メ ー カ ー

CE マ ー ク ( こ の製品が、 該当す る欧州基準に適合し て い
る こ と を示す記号 )

番号 記号 説明
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3 製品の概要
3.5.2 加温加湿器のラ ベ ル
r

3-7 加温加湿器の ラ ベ ル

1

2

番号 記号 説明

1 緊急時の水の補給口（P40 〜 41 参照）

2 加温加湿器が加温中で す。 ヒ ー タ ー ロ ッ ド に触れない で く
だ さ い！

下側のラ ベ ル と記号

こ の装置を生活廃棄物 と し て捨て ない で く だ さ い。

CE マ ー ク ( こ の製品が、 該当す る欧州基準に適合し て い る
こ と を示す記号 )。

32 V DC 直流 32V

タ イ プ BF 適用部品

IP22 IP 保護ク ラ ス：固形異物に対す る保護の度合。 こ の装置は
水滴に対し て保護さ れて い ま す。

>PC< 材料の名称：ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
JA | 23  
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3 製品の概要 
3.5.3 電源装置の型番プ レ ー ト のラ ベ ル

製造日 ( 月 / 年 )

Typ：
WM100TH タ イ プ名称： WM 100 TH の装置

取扱説明書を参照し て く だ さ い。

SN シ リ ア ル番号

番号 記号 説明

記号 説明
Input：100 〜
240 V、 50 〜

400 Hz、 1.5 A
入⼒電圧：100 〜 240 V、 50 〜 400 Hz、 1.5 A

出⼒：37 V  
2.43 A 出⼒電圧 37 V DC 2.43 A

GOST-R 認証 ( こ の製品が、 該当す る ロ シ ア の基準に適合し て い
る こ と を示す記号 )。

中国 RoHS ラ ベ ル ( こ の製品が、 表示さ れて い る年数の間、 有毒
物質を放出し ない こ と を示す記号 )

PSE マ ー ク ( こ の製品が、 該当す る日本の基準に適合し て い る こ
と を示す記号 )。

室内で の使用専用。

感電に対す る保護の程度：保護ク ラ ス II 装置

こ の装置を生活廃棄物 と し て捨て ない で く だ さ い。

CE マ ー ク ( こ の製品が、 該当す る欧州基準に適合し て い る こ と
を示す記号 )
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3 製品の概要
3.5.4 治療装置パ ッ ケージのラ ベ ル

3.5.5 呼吸ホースパ ッ ケージのラ ベ ル

IP21 IP 保護ク ラ ス：固形異物に対す る保護の度合。 こ の装置は水滴
に対し て保護さ れて い ま す。

記号 説明

許容さ れ る保管時温度：-25°C 〜 +70°C

許容さ れ る保管時湿度：相対湿度 15% 〜 93%

記号 説明

患者 1 人専用！

記号 説明

25

°C

%

%

93

15
JA | 25  
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4 準備 
4 準備
4.1 治療装置を設置す る

1. 治療装置を平ら な表面 ( 例え ばベ ッ ド脇の テ ー ブ ル ) の上
に置き ま す。

2. 治療装置の吸引部が物で覆われない よ う に し ま す。
3. 電源プ ラ グ と 電源ソ ケ ッ ト に はい つ で も手が届 く よ う に し

て く だ さ い。
4. 保護ホ イ ル を装置か ら剥が し て く だ さ い。

正し い状態 治療装置が適切に設置さ れて い ま す。

4.2 構成部品を接続す る
4.2.1 電源に接続す る

 過熱によ り装置を傷め る こ と があ り ま す！
温度が高す ぎ る と 治療装置が過熱し、 装置を傷め る こ と が あ
り ま す。 
⇒ 治療装置 と 電源ユ ニ ッ ト は、布 ( 寝具な ど ) で覆わない よ

う に し て く だ さ い。
⇒ ヒ ー タ ー等の近 く では治療装置を使用し ない で く だ さ い。
⇒ 治療装に は直射日光が当た ら ない よ う に し て く だ さ い。
⇒ 治療装置を携帯用バ ッ グ に入れた ま ま使用し ない で く だ さ い。

 不適切な電源ユ ニ ッ ト を コ ン セ ン ト に接続す る と、 感電に よ
り負傷す る危険性があ り ま す！ 
電源ユ ニ ッ ト に は、 感電を防 ぐ 安全装置が含ま れて い ま す。
純正でない電源ユ ニ ッ ト を使用す る と 、 ユ ー ザ と 患者を負傷
さ せ る恐れが あ り ま す。 
⇒ 必ず、 製造メ ー カ ー が推奨す る電源ユ ニ ッ ト を使 っ て、

装置を使用し て く だ さ い。
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4 準備
1. 電源ケ ー ブ ル を電源ユ ニ ッ ト に接続し ま す。

2. 電源ユ ニ ッ ト の接続ケ ー ブ ル の コ ネ ク タ を、 治療装置の電
源入⼒ジ ャ ッ ク に差し込み ま す。 
こ の際、 コ ネ ク タ の向き に注意し て く だ さ い。

治療装置を 12 V ま た は 24 V で使用し た い場合は、 オ 
プ シ ョ ン で利用で き る イ ン バー タ WM 24616 (12 V)  
ま た は WM 24617 (24 V) を装置に接続し て く だ さ い。
JA | 27  
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4 準備 
3. 電源ケ ー ブ ル の空い て い る側を、 コ ン セ ン ト に差し込み 
ま す。 
電源ユ ニ ッ ト は、 コ ン セ ン ト電圧 (110 V ま た は 240 V) 
を自動的に調整し ま す。 
電源ユ ニ ッ ト の LED が緑色に点灯し、 ス タ ン バ イ モ ー ド
に な り ま す。

正し い状態 電源が接続さ れて い ま す。 
治療装置が オ ン に な り 、 ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い ま す。

4.2.2 呼吸ホース を接続す る

1. 呼吸ホ ー ス を装置流出口に接続し ま す。

治療装置の電源を外し た い場合は、 コ ネ ク タ の ク リ ッ プ を 
押し て コ ネ ク タ を抜き ま す。
電源ケ ー ブ ル を持 っ て引 っ 張ら ない で く だ さ い。

 

呼吸ホースの汚染、 感染によ っ て、 患者が負傷す る危険性
があ り ま す！
衛生上適切な準備を⾏わない と 、 呼吸ホ ー ス が汚染 ・ 感染し
ま す。 そ の状態の呼吸ホ ー ス を別の患者に使用す る と 、 汚染
や感染を移す可能性が あ り 、 負傷の原因 と な り ま す。
⇒ 使い捨て ホ ー ス シ ス テ ム の再使用は⾏わない で く だ さ い。
⇒ 再使用可能なホ ー ス シ ス テ ムは適正に清掃 と 洗浄を⾏ っ て く

だ さ い (p. 65 の 「7.4 呼吸ホ ー ス の清掃 と 洗浄」 を参照 )。
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4 準備
2. 組み込ま れて いない場合は外部呼気シ ス テ ム を呼吸マ ス ク
と 呼吸ホ ー ス の間に挿入し ま す ( 呼吸マ ス ク と 呼気シ ス テ
ム の取扱説明書を参照し て く だ さ い )。

3. 呼吸ホ ー ス を マ ス ク に接続し ま す。
4. 使用す る ホ ー ス の直径が治療装置に設定さ れて い る か確認

し ま す (p. 58 の 「6.2 付属品パ ラ メ ー タ を設定す る」 を
参照 )。

5. 呼吸マ ス ク を装着し ま す ( 呼吸マ ス ク の取扱説明書を参照
し て く だ さ い )。

6. マ ス ク テ ス ト を実施し て、 マ ス ク の装着を確認し ま す。  
(p. 44 の 「5.6 マ ス ク テ ス ト を実施す る」 を参照 )。

7. 治療を開始し ま す (p. 41 の 「5.4 治療を開始す る」 を参照 )。
正し い状態 呼吸ホ ー ス が接続さ れて い ま す。

 

呼気シ ス テ ムな し で フ ル フ ェ ース マ ス ク を使用す る と、 窒息
す る危険性があ り ま す！
一体型呼気シ ス テ ムな し で フ ル フ ェ ー ス マ ス ク を使用す る と 、
CO2 濃度が危険な レ ベ ル ま で上が り 、 患者を危険な状態に す
る可能性が あ り ま す。
⇒ 呼気シ ス テ ム が組み込ま れて い ない場合は、 外部呼気シ ス

テ ム と 共に フ ル フ ェ ー ス マ ス ク を使用し て く だ さ い。
⇒ 呼気シ ス テ ム の取扱説明書を遵守し て く だ さ い。

  呼吸ホースの誤っ た使用に よ り、 負傷す る危険性があ り ま す！
呼吸ホ ー ス の使用を誤る と 、 患者を負傷さ せ る こ と が あ り  
ま す。 
⇒ 呼吸ホ ー ス は決し て首の周 り に配置し ない で く だ さ い。
⇒ 呼吸ホ ー ス を固定す る の に小さ な部品を使用し ない で く だ

さ い。 誤 っ て飲み込ん で し ま う 恐れが あ り ま す。
⇒ 呼吸ホ ー ス を潰さ ない で く だ さ い。
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4 準備 
4.3 オプシ ョ ンの付属品を接続す る
4.3.1 酸素用安全弁を接続す る

1. 酸素用安全弁を呼吸ホ ー ス と 装置流出口 と の間に挿入し 
ま す。

正し い状態 酸素用安全弁が接続さ れて い ま す。

4.3.2 加温加湿器を接続す る

加温加湿器に水を入れ る

要件 加温加湿器が治療装置か ら取 り 外さ れて い る こ と  (p. 34 の
「4.3.3 使用後に加温加湿器を取 り 外す」 を参照 )

 

酸素燃焼によ り負傷す る危険性があ り ま す！
専用の安全器具な し で酸素を供給す る と 、 火災の原因 と な 
り 人々を負傷さ せ る恐れが あ り ま す。
⇒ 必ず酸素用安全弁を使用し て く だ さ い。
⇒ 酸素の安全な取扱い に関す る情報を遵守し て く だ さ い。
⇒ 酸素用安全弁 と 酸素供給装置の取扱説明書を遵守し て く  

だ さ い。

 水の入れすぎ によ り装置を傷め る こ と があ り ま す！
水が漏れ る と 、 装置に入 り 込ん で装置を傷め る可能性が あ り
ま す。
⇒ 加温加湿器に水を入れ る前に、 装置か ら取 り 外し て く だ 

さ い。
⇒ 加温加湿器に水を補給す る際は必ず、 上限の マ ー ク以下 

に し て く だ さ い。
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4 準備
.

1. 加温加湿器を開け る に は、 上部カ バー下部の下側凹み を 
つ か ん で、 親指で上部カ バー の後側を軽 く 押し ま す。

2. 加温加湿器の上部を取 り 外し ま す。
3. 取 り 付け ら れて い る場合は加温加湿器の底部に あ る水は捨て 

ま す。
4. 加温加湿器を ク リ ー ニ ン グ し ま す (p. 65 の 「7.4 呼吸

ホ ー ス の清掃 と 洗浄」 を参照 )。
 

熱いお湯や エ ッ セ ン シ ャ ル オ イ ル / ア ロ マ オ イ ル に よ っ て材
質が傷み ま す！
熱い お湯や エ ッ セ ン シ ャ ル オ イ ル / ア ロ マ オ イ ル ( ユ ー カ リ
オ イ ルな ど ) が、 加温加湿器の上部カ バ ー お よ び ヒ ー タ ー
ロ ッ ド を傷め る こ と が あ り ま す。
⇒ 熱い お湯は入れない で く だ さ い。
⇒ エ ッ セ ン シ ャ ル オ イ ル/ア ロ マ オ イ ルは一切使用し ない で く

だ さ い。
JA | 31  
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4 準備 
5. 新し い冷水を、 加温加湿器の マ ー ク以下ま で ( 最大
400 ml) 入れ ま す。

6. 加温加湿器の底部に加温加湿器の上部を後側か ら か ぶせ、
カ チ ッ と 音が し て は ま る ま で そ っ と 押し下げ ま す。

7. 加温加湿器が適正に密封さ れて い る か、 ま た水が リ ー ク し
て いない か、 確認し て く だ さ い。 こ れ を⾏ う に は、 装置の
下側を手で触 っ てみ ま す。

8. 治療装置に加温加湿器を接続し ま す (p. 33 の 「加温加湿
器を取 り 付け る」 を参照 )。

正し い状態 加温加湿器に水が補充さ れて い ま す。

H2O

こ の装置を自宅で使用す る場合、 免疫不全の患者様等、 医療
機関か ら滅菌水を使用す る よ う 指示を さ れて い る場合は滅菌
水（煮沸し た水）を用い る必要が あ り ま す。 技術的理由に よ
り 、 微生物汚染物質が含ま れ る可能性が あ る た め、 蒸留水は
使用し ない で く だ さ い。 
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4 準備
加温加湿器を取 り付け る

1. 治療装置の ア ン ロ ッ ク ボ タ ン を押し て、 治療装置の サ イ ド
カ バー を外し ま す。

2. 加温加湿器に水を入れ ま す (p. 30 の 「加温加湿器に水を
入れ る」 を参照 )。

3. 平ら な場所で、 加温加湿器を治療装置の側面に押し当て、
ア ン ロ ッ ク ボ タ ン が カ チ ッ と 音を⽴て て定位置に な る ま で
押し込み ま す。

4. 保護ホ イ ル を加温加湿器か ら剥が し て く だ さ い。
正し い状態 加温加湿器が治療装置に接続さ れて い ま す。
JA | 33  
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4 準備 
• 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド の と き：治療装置の デ ィ ス プ
レ イ に は加温加湿器ボ タ ン が灰色 で表示さ れ ま す。

• 治療装置が治療モ ー ド の と き治療装置の デ ィ ス プ レ イ に
は、 加温加湿器レ ベ ル の現在の設定値 と と も に、 加温加湿
器ボ タ ン が緑色 で表示さ れ ま す。

4.3.3 使用後に加温加湿器を取り外す

要件 治療装置が オ フ に な っ て い る こ と 。

1. 治療装置の ア ン ロ ッ ク ボ タ ン を押し ま す。

2. 加温加湿器を治療装置の側面か ら取 り 外し ま す。

 

高温の ヒ ーターロ ッ ド によ る負傷の危険性があ り ま す！
使用中お よ び使用直後の加温加湿器 ヒ ー タ ー ロ ッ ド は高温で
あ り 、 触る と や け ど す る こ と が あ り ま す。
⇒ ヒ ー タ ー ロ ッ ド は完全に冷ま し て く だ さ い。
⇒ ヒ ー タ ー ロ ッ ド に触る のは避け て く だ さ い。

 

溜ま っ た水の中の微⽣物によ り、 感染の危険性があ り ま す！
溜ま っ た水の中に は微生物や細菌が含ま れ、 増殖し やす く な
り ま す。
⇒ 加温加湿器の水は使用後に毎回捨て て く だ さ い。
⇒ 加温加湿器を定期的に ク リ ー ニ ン グ し て く だ さ い。
⇒ 加温加湿器に は、 必ず新し い水を使用し て く だ さ い。
 JA W
M

 



 W
M

 67848j 01/2019   

4 準備
.

3. 加温加湿器を開け る に は、 上部カ バー下部の下側凹み を つ
か ん で、 親指で上部カ バー の後側を軽 く 押し ま す。

4. 加温加湿器の上部を取 り 外し ま す。
5. 加温加湿器の底部に残 っ て い る水が あれば捨て ま す。
6. 加温加湿器を ク リ ー ニ ン グ し ま す (p. 65 の 「7.5 加温加

湿器の清掃 と 洗浄」 を参照 )。

7. 後で加温加湿器な し で治療装置を使用す る場合は、 治療装
置の側面に カ バー を当て、 ア ン ロ ッ ク ボ タ ン が カ チ ッ と 音
を⽴て て定位置に な る ま で押し込み ま す。

正し い状態 加温加湿器が取 り 外さ れて い ま す。
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4 準備 
4.3.4 夜間に水を補充す る ための別の方法
加温加湿器に水が残 っ て いない場合は、 治療装置に よ り 加温加
湿器が自動的に オ フ に な り ま す。 加温加湿器ボ タ ン は オ レ ン ジ
色に な り ま す 。 

で き る だ け早 く 加温加湿器を用い た治療を続け た い場合は、 水
を追加す る こ と が で き ま す。

.

要件 加温加湿器に水が入 っ て いない こ と 。

1. 治療を終了し ま す (p. 43 の 「5.5 治療を終了す る」 を参照 )。
2. 治療装置の ア ン ロ ッ ク ボ タ ン を押し ま す。

3. 加温加湿器を治療装置の側面か ら取 り 外し ま す。

 水の入れすぎ によ り装置を傷め る こ と があ り ま す！
水が漏れ る と 、 装置に入 り 込ん で装置を傷め る可能性が あ り
ま す。
⇒ 加温加湿器に水を入れ る前に、 装置か ら取 り 外し て く だ 

さ い。
⇒ 加温加湿器に水を補給す る際は必ず、 上限の マ ー ク以下に

し て く だ さ い。

 高温の ヒ ーターロ ッ ド によ る負傷の危険性があ り ま す！
使用中お よ び使用直後の加温加湿器 ヒ ー タ ー ロ ッ ド は高温で
あ り 、 触る と や け ど す る こ と が あ り ま す。
⇒ ヒ ー タ ー ロ ッ ド は完全に冷ま し て く だ さ い。
⇒ ヒ ー タ ー ロ ッ ド に触る のは避け て く だ さ い。
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4 準備
4. 加温加湿器を注意し なが ら左に傾け、 横に倒し て置き ま す。

5. 流入口か ら、 新し い冷水を、 マ ー ク以下ま で ( 最大
400 ml) 入れ ま す。

6. 注意し なが ら、 加温加湿器を再び⽴て ま す。
7. 治療装置に加温加湿器を取 り 付け ま す  

(p. 33 の 「加温加湿器を取 り 付け る」 を参照 )。
8. 治療を再開し ま す (p. 41 の 「5.4 治療を開始す る」 を参照 )。

正し い状態 加温加湿器に水が補充さ れて い ま す。

H2O

 

熱いお湯や エ ッ セ ン シ ャ ル オ イ ル / ア ロ マ オ イ ル に よ っ て材
質が傷み ま す！
熱い お湯や エ ッ セ ン シ ャ ル オ イ ル / ア ロ マ オ イ ル ( ユ ー カ リ
オ イ ルな ど ) が、 加温加湿器の上部カ バ ー お よ び ヒ ー タ ー
ロ ッ ド を傷め る こ と が あ り ま す。
⇒ 熱い お湯は入れない で く だ さ い。
⇒ エ ッ セ ン シ ャ ル オ イ ル/ア ロ マ オ イ ルは一切使用し ない で く

だ さ い。

こ の装置を自宅で使用す る場合、 免疫不全の患者様等、 医療
機関か ら滅菌水を使用す る よ う 指示を さ れて い る場合は滅菌
水（煮沸し た水）を用い る必要が あ り ま す。 技術的理由に よ
り 、 微生物汚染物質が含ま れ る可能性が あ る た め、 蒸留水は
使用し ない で く だ さ い。 
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5 使用 
5 使用
5.1 メ ニ ュ ーのナ ビ ゲーシ ョ ン

画面の メ ニ ュ ー で すべ て の設定を⾏ う こ と が で き ま す。 画面
の必要な箇所を直接押し て く だ さ い。

5.2 治療装置のス イ ッ チ を オ ン にす る
5.2.1 初めて治療装置のス イ ッ チ を オ ン に す る

最初の治療を実施す る前に、 治療装置の設定を⾏ う 必要が あ
り ま す。 指定さ れた業者で設定が完了し て い ない場合は、 下
記の設定を⾏ っ て く だ さ い。

ボ タ ン 機能
 1 画面戻る

 1 画面進む

値の選択：
• パ ラ メ ー タ が 2 つ の値が選択可能な場合  

( 例え ば オ ン / オ フ ) ボ タ ン を押し ま す。 
値が も う 一方の値に変わ り ま す。

• パ ラ メ ー タ が一定範囲で変わ る場合は、 ボ
タ ン を押し て、 表示さ れ る値を選択し ま
す。 

値の増加ま た は減少

 値の確認

 値を戻す

ス タ ー ト画面に戻る  
( ス タ ン バ イ ま た は治療モ ー ド )
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5 使用
1. 電源に接続し ま す (p. 26 の 「4.2.1 電源に接続す る」 を
参照 )。

2. 使用し た い⾔語を選択し ま す。

3. 矢印キ ー と を使 っ て、 タ イ ム ゾ ー ン を選択し ま す。

4. 時刻を設定し ま す： 

• 夏時間 ま た は標準時 の いずれか を選択し
ま す。 灰色の背景の記号を ク リ ッ ク し て、 選択し ま す。
そ の設定が有効に な る と 、 背景が緑色に な り ま す。

 

設定中に電源が中断さ れ る と破損す る恐れがあ り ま す！
設定終了前に電源が中断さ れ る と 、 設定が正し く 実施さ れな
く な り ま す。
⇒ 設定中は、 治療装置の電源を接続し た ま ま に し て く だ さ い。
⇒ 必ず、 「設定が問題な く 完了し ま し た。」 と い う メ ッ セ ー ジ

が表示さ れて か ら、 電源の接続を外し て く だ さ い。
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5 使用 
• 右側の矢印キ ー を使 っ て分を設定し ま す。
• 時計の表示方式を選択し ま す：24 h (0 〜 24 時 ) ま た

は 12 h (0 〜 12 時 )
5. ボ タ ン で設定時刻を確認し ま す。

正し い状態 治療装置の ス イ ッ チ が オ ン に な り 、 設定さ れて い ま す。 
起床時間を設定し、 ア ラ ー ム を オ ン に す る こ と が で き ま す。 
治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い ま す (p. 15 の
「3.2.1 ス タ ン バ イ モ ー ド の デ ィ ス プ レ イ ( 開始画面 )」 を参
照 )。

5.2.2 毎回、 治療装置のス イ ッ チ を オ ン に す る
治療装置に は 3 つ の異な る モ ー ド が あ り ま す：

• ス タ ンバイ モ ー ド ( 進⾏中の治療な し )

• 治療モ ー ド ( 治療が進⾏中 )

• 省エ ネ モ ー ド ( 日中に省エ ネ の た め に デ ィ ス プ レ イ が オ フ
に な っ て い る )

1. 治療装置の ス イ ッ チ を入れて ス タ ンバイ モ ー ド に す る に
は、 電源を接続し ま す (p. 26 の 「4.2.1 電源に接続す る」
を参照 )。

2. デ ィ ス プ レ イ が オ フ の ま ま の場合は、 治療装置が省エ ネ
モ ー ド に な っ て い る た め , オ ン / オ フ ボ タ ン を押し て
く だ さ い。

正し い状態 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い ま す (p. 15 の
「3.2.1 ス タ ン バ イ モ ー ド の デ ィ ス プ レ イ ( 開始画面 )」 を参
照 )。 

設定用の SD カ ー ド を指定さ れた業者か ら受け取 っ て い る場
合は、 SD カ ー ド を治療装置に挿入し て く だ さ い (p. 53 の
「5.11.1 SD カ ー ド を挿入す る」 を参照 )。  
設定が自動的に治療装置に移⾏し ま す。

ス イ ッ チ が オ ン に な る と 、 装置が作動し た時間が 30 秒間表
示さ れ ま す。
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5 使用
5.3 治療装置のス イ ッ チ を オ フ にす る
1. 日中に省エ ネ モ ー ド に す る に は、 オ ン / オ フ ボ タ ン を

3 秒間押し ま す。

ま たは

自動省エ ネ機能が有効に な っ て い る場合、 治療装置は、
ユ ー ザ が最後の操作を⾏ っ て か ら 15 分間経つ と 自動的に
省エ ネ モ ー ド に な り ま す。

正し い状態 治療装置が省エ ネ モ ー ド に な っ て い ま す。

5.4 治療を開始す る
1. 構成部品を接続し ま す (p. 57 の 「6.1 快適機能パ ラ メ ー

タ を設定す る」 を参照 )。

2. 電源を接続し ま す (p. 26 の 「4.2.1 電源に接続す る」 を
参照 )。

3. デ ィ ス プ レ イ が オ フ の ま ま の場合は、 治療装置が省エ ネ
モ ー ド に な っ て い る た め、 オ ン / オ フ ボ タ ン を押し 
て く だ さ い。

治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に切 り 替わ り ま す。

4. オ ン / オ フ ボ タ ン を押し て く だ さ い。

ま たは

autoSTART-STOP 機能が有効に な っ て い る場合は マ ス ク
を装着し呼吸を し て く だ さ い。

自動省エ ネ機能は、 メ ニ ュ ー の メ イ ン メ ニ ュ ー | 装置 | 省エ
ネ (p. 60 の 「6.4 装置パ ラ メ ー タ を設定す る」 を参照 ) で有
効に す る こ と が で き ま す。
治療装置は、 次の場合に は自動的に省エ ネ モ ー ド に切 り 替わ
り ま せん：
• 治療が進⾏中の場合
• USB ケ ー ブ ル が挿入さ れて い る場合
• デ ー タ を エ ク ス ポ ー ト中の場合
• メ ッ セ ー ジ が デ ィ ス プ レ イ に表示さ れて い る場合
JA | 41  



42 |

67
84

8j
 0

1/
20

19

5 使用 
正し い状態 治療が始ま り ま す。 
開始画面が治療モ ー ド に な り ま す。

治療の詳細情報を⾒た い場合は情報ボ タ ン を押し ま す。

autoSTART-STOP 機能は、 メ ニ ュ ー の メ イ ン メ ニ ュ ー |  
快的機能 | autoSTART-STOP で有効に す る こ と が で き ま す 
(p. 57 の 「6.1 快適機能パ ラ メ ー タ を設定す る」 を参照 )。

睡眠を妨げない よ う に す る た め、 デ ィ ス プ レ イ は 30 秒後に
自動的に暗 く な り ま す。 治療が正常に継続さ れ ま す。 デ ィ ス
プ レ イ を押す と す ぐ に、 開始画面が再び治療モ ー ド で表示さ
れ ま す。
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5 使用
5.5 治療を終了す る
1. オ ン / オ フ ボ タ ン を押し て く だ さ い。

ま たは

autoSTART-STOP 機能が有効に な っ て い る場合は呼吸マ
ス ク を外し て く だ さ い。 
治療装置は 5 秒後に自動的に終了し ま す。

正し い状態 治療が終了し ま す。 
最後の治療セ ッ シ ョ ン の治療デ ー タ が短時間表示さ れ ま す  
( 医師ま た は指定さ れた業者が こ の機能を オ ン に し て い る場 
合 )。 そ う でない場合は、 使用時間が表示さ れ ま す。

表示さ れ る緑色の チ ェ ッ ク マ ー ク が多いほ ど  ( 最高 3 つ )、
良い正し い状態を表わ し て い ま す。

autoSTART-STOP 機能は、 メ ニ ュ ー の メ イ ン メ ニ ュ ー |  
快的機能 | 自動 START-STOP (p. 57 の 「6.1 快適機能パ ラ
メ ー タ を設定す る」 を参照 ) で有効に す る こ と が で き ま す。

夜間に途中で治療を終了し た い場合は、 開始画面の デ ィ マ ー
ボ タ ン を使用し て デ ィ ス プ レ イ を暗 く し、 睡眠を妨げな
い よ う に す る こ と が で き ま す。  
治療装置に は電源が供給さ れて お り 、 ア ラ ー ム機能は有効に
な っ た ま ま で す。 デ ィ ス プ レ イ に触れ る と す ぐ に、 開始画面
が再び ス タ ンバイ モ ー ド で表示さ れ ま す。
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5 使用 
5.6 マ ス ク テ ス ト を実施す る
治療装置に は マ ス ク テ ス ト機能が備わ っ て い ま す。 リ ー ク の
可能性を最小限に抑え、 高圧で も マ ス ク が適切に装着さ れて
い る こ と を テ ス ト す る た め、 治療開始前に マ ス ク テ ス ト を実
施す る こ と が で き ま す。

要件 • マ ス ク テ ス ト機能が、 医師ま た は指定さ れた業者に よ っ て
有効に さ れて い る こ と 。

• 治療装置が治療モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. ボ タ ン を押し ま す。

2. マ ス ク テ ス ト を開始す る に は、 マ ス ク テ ス ト ボ タ ン を
押し ま す。 
残 り 時間が秒単位で表示さ れ ま す。

3. 表示を⾒て、 マ ス ク の装着状況を チ ェ ッ ク し ま す： 

4. 必要に応じ て ヘ ッ ド ギ ア を調節し ま す。

5. 30 秒後に マ ス ク テ ス ト が自動的に終了す る ま で待ち ま す。

ま たは

マ ス ク テ ス ト を途中で終了す る に は、 マ ス ク テ ス ト ボ タ ン
を押し ま す。

正し い状態 マ ス ク テ ス ト実施が完了し て い ま す。
.

記号 意味

マ ス ク装着が良好で リ ー ク がない状態で す。

マ ス ク装着に問題が あ り リ ー ク が あ る た め、
治療効果が得ら れない状態で す。

マ ス ク テ ス ト中に softSTART を切 り 替え る と 、 マ ス ク テ ス ト
が自動的に オ フ に な り ま す。
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5 使用
5.7 softSTART のオ ン / オ フ を切り替
え る
softSTART 機能に よ り 、 寝て い る と き に換気圧⼒に慣れやす
く な り ま す。 処方さ れて い る治療圧⼒ と は違 う 圧⼒に設定す
る こ と が で き ま す。 治療装置を オ ン に す る と 、 設定さ れた
softSTART 圧⼒に な り ま す。 定め ら れた時間内に圧⼒が徐々
に増加、 も し く は指定時間（最⻑ 45 分）経過後に圧⼒が
徐々に低下し て、 治療処方さ れて い る圧⼒に な り ま す。

こ の機能は、 圧が高す ぎ る / 低す ぎ る た め に目が覚め て し ま
い、 再び眠る こ と が で き ない と 訴え る患者に適し て い ま す。

要件 • softSTART 機能が、 医師ま た は指定さ れた業者に よ っ て
有効に さ れて い る こ と 。

• softSTART 圧⼒が設定さ れて い る こ と (p. 57 の 「6.1 快
適機能パ ラ メ ー タ を設定す る」 を参照 )。

1. 治療を開始し ま す (p. 41 の 「5.4 治療を開始す る」 を参照 )。

2. 前回の治療で softSTART が有効に な っ て い た場合は治療
開始時に softSTART が自動的に始ま り ま す。

ま たは

softSTART ボ タ ン を押し て、 softSTART を オ ン に し 
ま す。 
残 り 時間が分単位で表示さ れ ま す。

3. softSTART ボ タ ン を押し て、 softSTART を オ フ に し 
ま す。 
設定さ れた softSTART 時間が分単位で表示さ れ ま す。

作動時に マ ス ク テ ス ト を⾏ う と softSTART が中断さ れ、 マ ス
ク テ ス ト後に再開さ れ ま す。
JA | 45  



46 |

67
84

8j
 0

1/
20

19

5 使用 
5.8 加温加湿器を設定す る
5.8.1 加温加湿器を オ ン に す る

加温加湿器は、 治療開始時に自動的に オ ン に な り ま す  
(p. 41 の 「5.4 治療を開始す る」 を参照 )。

ま た、 加温加湿器を予熱し て お い て、 治療開始時ま で に加温
加湿器中の水が あ ら か じ め必要な温度に達し て い る よ う に す
る こ と も で き ま す。 加温加湿器は 30 分間予熱し た後自動的
に オ フ に な る こ と に注意し て く だ さ い。

要件 • 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

• 加温加湿器に水が入 っ て い る こ と  (p. 30 の 「加温加湿器
に水を入れ る」 を参照 )。

• 加温加湿器が接続さ れて い る こ と  (p. 33 の 「加温加湿器
を取 り 付け る」 を参照 )。 
加温加湿器ボ タ ン が灰色で表示さ れて い る こ と 。

1. 加温加湿器ボ タ ン を押し ま す。

正し い状態 加温加湿器の ス イ ッ チ が オ ン に な っ て い ま す。 
加温加湿器ボ タ ン が緑色に な り 、 加温加湿器レ ベ ル が表示さ
れて い ま す 。
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5 使用
5.8.2 加温加湿器を オ フ にす る
加温加湿器は、 治療終了時に自動的に オ フ に な り ま す  
(p. 43 の 「5.5 治療を終了す る」 を参照 )。

ま た、 治療中に加温加湿器を オ フ に す る こ と も で き ま す。

要件 • 治療装置が治療モ ー ド に な っ て い る こ と 。

• 加温加湿器が治療装置に接続さ れて い ま す。

• 加温加湿器の ス イ ッ チ が オ ン に な っ て い る こ と 。  
加温加湿器ボ タ ン が緑色で表示さ れて い る こ と  。

1. 加温加湿器ボ タ ン を押し ま す。

正し い状態 加温加湿器の ス イ ッ チ が オ フ に な っ て い ま す。 
加温加湿器ボ タ ン が灰色で表示さ れて い ま す 。

加温加湿器に水が残 っ て い ない場合は、 加温加湿器は自動的
に オ フ に な り ま す。 ボ タ ン は オ レ ン ジ色 に な り ま す (p. 36
の 「4.3.4 夜間に水を補充す る た め の別の方法」 を参照 )。
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5 使用 
5.8.3 加温加湿器レ ベ ル を設定す る
要件 • 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド ま た は治療モ ー ド に な っ て い

る こ と 。

• 加温加湿器に水が入 っ て い る こ と  (p. 30 の 「加温加湿器
に水を入れ る」 を参照 )。

• 加温加湿器が治療装置に接続さ れて い る こ と  
(p. 33 の 「加温加湿器を取 り 付け る」 を参照 )。 

• 加温加湿器の ス イ ッ チ が オ ン に な っ て い る こ と  (p. 46 の
「5.8.1 加温加湿器を オ ン に す る」 を参照 )。 
加温加湿器ボ タ ン が緑色に な り 、 加温加湿器レ ベ ル が表示
さ れ ま す 。

1.  お よ び ボ タ ン を使用し て、 加温加湿器レ ベ ル を増
減さ せ る こ と が で き ま す。

正し い状態 加温加湿器レ ベ ル が設定さ れて い ま す。

9 段階の加温加湿器レ ベ ル (1 〜 9) が あ り ま す。 医師ま た は
認定デ ィ ー ラ ーは、 オ プ シ ョ ン と し て、 こ の加温加湿器レ ベ
ル を よ り 低い値に制限す る こ と が で き ま す。 室温 と 湿度に応
じ て好適な レ ベ ル を選び ま す。 標準設定は レ ベ ル 4 です。 目
覚め た と き に気道が乾燥し て い る場合は、 設定が低す ぎ ま す。
朝、 呼吸ホ ー ス内が結露し て い る場合は、 設定が高す ぎ ま す。
呼吸ホ ー ス内の結露を減ら す に は、 ホ ー ス加温シ ス テ ム の使
用を お勧め し ま す。
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5 使用
5.9 ア ラーム を設定す る
5.9.1 起床時間を設定し、 ア ラーム を オ ン にす る

要件 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. 開始画面で時刻デ ィ ス プ レ イ を押し ま す。

ま たは

メ ニ ュ ー ボ タ ン を押し ま す。

時刻 フ ィ ー ル ド を押し ま す。

2. 起床時間フ ィ ー ル ド を押し ま す。

3. ア ラ ー ム を オ ン に す る に は、 ア ラ ー ム ボ タ ン を押し 
ま す。

4. 起床時間を セ ッ ト す る に は、 左側の矢印を使 っ て時間を、
右側の矢印を使 っ て分を選択し ま す。

5. ボ タ ン で設定を確認し ま す。

6. 開始画面に戻る に は、 ホ ー ム ボ タ ン を押し ま す。

正し い状態 起床時間が設定さ れ、 ア ラ ー ム が オ ン に な っ て い ま す。
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5 使用 
5.9.2 ア ラーム を オ フ に す る
要件 ア ラ ー ム が鳴 っ て い る こ と 。

1. ア ラ ー ム を 5 分後に ス ヌ ー ズ さ せ る に は、 一時停止フ ィ ー
ル ド を押し ま す。

2. そ の日の ア ラ ー ム を オ フ に す る に は、 オ フ フ ィ ー ル ド を押
し ま す。 
ア ラ ー ムは翌日の設定起床時間に ま た鳴 り ま す。

正し い状態 ア ラ ー ム が オ フ に な っ て い ま す。

5.9.3 ア ラーム を解除す る
要件 • 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

• ア ラ ー ム が オ ン に な っ て い る こ と  (p. 49 の 「5.9.1 起床
時間を設定し、 ア ラ ー ム を オ ン に す る」 を参照 )。

1. 開始画面で時刻デ ィ ス プ レ イ を押し ま す。

ま たは

メ ニ ュ ー ボ タ ン を押し ま す。

時刻 フ ィ ー ル ド を押し ま す。

2. 起床時間フ ィ ー ル ド を押し ま す。

3. ア ラ ー ム ボ タ ン を押し ま す。

4. ボ タ ン で設定を確認し ま す。

5. 開始画面に戻る に は、 ホ ー ム ボ タ ン を押し ま す。

正し い状態 ア ラ ー ム が解除さ れて い ま す。 
ま た目覚ま し を設定し た い場合は、 オ ン に し直す必要が あ り
ま す (p. 49 の 「5.9.1 起床時間を設定し、 ア ラ ー ム を オ ン に
す る」 を参照 )。
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5 使用
5.10 治療データ と装置情報の表示
情報メ ニ ュ ー で、 選択可能な期間内の治療に つ い て の情報  
( 使用時間、 マ ス ク フ ィ ッ ト、 治療の質 ) と 、 装置お よ び ネ ッ
ト ワ ー ク に関す る一般情報を表示さ せ る こ と が で き ま す。

要件 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. 情報ボ タ ン を押し ま す。

2. 必要に応じ て前の晩以外の夜に関す る治療デ ー タ を表示さ
せ た い場合は、 リ ス ト で目的の日付を選択し ま す。

装置が使用時間のみ を表示し て い て、 マ ス ク フ ィ ッ ト と 治療
の質が表示さ れて いない場合は、 医師ま た は指定さ れた業者
が こ の機能を有効に す る必要が あ り ま す。
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5 使用 
3. 必要に応じ て：⻑期間に わ た る デ ー タ を⾒た い場合は、 
2 番目の画面  へ移動し ま す。

4. 必要な期間を選択し ま す。

5. 前の画面に戻る に は矢印キ ー を押し ま す。
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5 使用
6. 必要に応じ て、 デ ー タ を すべ て SD カ ー ド に保存し ま す  
(p. 55 の 「治療デ ー タ を手動で保存す る」 を参照 )。

7. 装置情報を表示さ せ る に は、 矢印キ ー お よ び を
使 っ て次の画面に移動し ま す。

8. 情報メ ニ ュ ー を終了さ せ る に は、 ホ ー ム ボ タ ン を押し
ま す。

正し い状態 治療デ ー タ と 装置情報が表示さ れて い ま す。

5.11 SD カー ド を使用す る
SD カ ー ド は治療装置の使用に必ず し も必要ではあ り ま せん。
治療デ ー タ と 設定は、 装置内に保存さ れ ま す。 

5.11.1 SD カー ド を挿入す る
要件 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. SD カ ー ド ス ロ ッ ト カ バー を開け ま す。 
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5 使用 
2. SD カ ー ド を SD カ ー ド ス ロ ッ ト に入れ、 カ チ ッ と 音がす
る ま で押し込み ま す。  
こ の挿入の際に、 SD カ ー ド の斜め に な っ た角が上側で、
装置側に な る よ う に な っ て いなければな り ま せ ん。

3. SD カ ー ド ス ロ ッ ト カ バー を閉め ま す。

正し い状態 SD カ ー ド が治療装置に挿入さ れ、 使用で き る状態に な っ て い
ま す。 装置の ス イ ッ チ を オ ン に す る と 、 SD カ ー ド記号 が
画面の ス テ ー タ ス ラ イ ン に表示さ れて い ま す。

5.11.2 治療データ を SD カー ド に保存す る

自動保存
治療装置は、 次の場合に治療デ ー タ を自動的に保存し ま す：

• 治療終了の た び に毎回。

• SD カ ー ド を挿入す る た び に毎回。 装置が ス タ ンバイ モ ー
ド の時に のみ、 SD カ ー ド を挿入し て く だ さ い。

• 保存プ ロ セ ス が中断さ れた後、 治療装置に電源が再び接続
さ れた と き。

 

電源が失われ る と データが失われ ま す！
保存プ ロ セ ス中に治療装置の電源が切断さ れ る と 、 デ ー タ が
失われ る こ と が あ り ま す。
⇒ 保存プ ロ セ ス (SD カ ー ド記号 が点滅 ) 中は、治療装置を

電源に接続し た ま ま に し て く だ さ い。
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5 使用
治療デー タ を手動で保存す る
要件 • SD カ ー ド が治療装置に挿入さ れて い る こ と  

(p. 53 の 「5.11.1 SD カ ー ド を挿入す る」 を参照 )。

• リ ク エ ス ト し た期間の治療デ ー タ の情報メ ニ ュ ー が開い て
い る こ と  (p. 51 の 「5.10 治療デ ー タ と 装置情報の表示」
を参照 )。

1. 治療デ ー タ すべ て を SD カ ー ド に保存す る に は、 SD カ ー
ド ボ タ ン を押し ま す。

2. 全データ を保存フ ィ ー ル ド を押し、 OK フ ィ ー ル ド で確認
し ま す。

正し い状態 画面上で SD カ ー ド記号 が点滅し、 デ ー タ が SD カ ー ド に
書き込ま れて い ま す。

5.11.3 SD カー ド を取り出す
要件 • 治療装置が ス タ ン バ イ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

• SD カ ー ド記号 が点滅し て いない こ と 。

1. SD カ ー ド ス ロ ッ ト カ バー を開け ま す。

2. SD カ ー ド を軽 く 押し て離し ま す。  
SD カ ー ド が少し飛び出し ま す。

3. SD カ ー ド を取 り 出し ま す。

4. SD カ ー ド ス ロ ッ ト の カ バー を閉じ ま す。

正し い状態 SD カ ー ド が取 り 出さ れて い ま す。
JA | 55  



56 |

67
84

8j
 0

1/
20

19

5 使用 
5.11.4 SD カー ド を送付す る
1. SD カ ー ド を取 り 出し ま す (p. 55 の 「5.11.3 SD カ ー ド を

取 り 出す」 を参照 )。

2. SD カ ー ド を、 同梱部品に含ま れて い る保護ケ ー ス に入れ
ま す。

3. SD カ ー ド を医師ま た は指定さ れた業者に送付し ま す。

5.11.5 SD カー ド で装置を設定す る
医師ま た は指定さ れた業者か ら供給さ れ る SD カ ー ド を利用
し て装置を設定す る こ と が で き ま す。

要件 • 治療装置が ス タ ン バ イ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. 装置設定が保存さ れて い る SD カ ー ド を挿入し ま す 
(p. 53 の 「5.11.1 SD カ ー ド を挿入す る」 を参照 )。

正し い状態 SD カー ド経由の設定が問題な く 完了し ま し た と い う メ ッ セ ー
ジ が画面に表示さ れて い ま す。 新し い設定で治療を継続す る
こ と が で き ま す。 

新し い設定が お使い の装置に適し た も の で ない場合や、 読み
込む こ と が で き ない場合は、 SD カー ド経由の設定に失敗し 
ま し た と い う メ ッ セ ー ジ が画面に表示さ れ ま す。 指定さ れた
業者に連絡し て新し い設定を入手し て く だ さ い。
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6 メニューの設定
6 メ ニ ュ ーの設定
治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に あ る と き は、 設定メ ニ ュ ー 
で、 快的機能、 付属品、 時刻パ ラ メ ー タ を設定す る こ と が 
で き ま す。

6.1 快適機能パラ メータ を設定す る
快適機能パ ラ メ ー タ は、 患者に と っ て治療装置 と 構成部品 
を扱い やす く し、 快適な治療に な る よ う に す る も の で す。

要件 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. メ ニ ュ ー ボ タ ン を押し ま す。 

2. 快適機能 フ ィ ー ル ド を押し ま す。

3. 望む設定に し、 確認し ま す。

パラ メータ 可能な値 説明

autoSTART-
STOP

オ ン
オ フ

自動オ ン / オ フ機能の autoSTART-STOP を こ 
こ で有効に し、 ま た は解除す る こ と が で き ま す。
自動オ ン / オ フ機能が有効に な っ て い る と き は、
呼吸に よ っ て治療装置を オ ン に す る こ と が で き 
ま す。
圧⼒がない状態が 5 秒間続 く と  ( 例え ば マ ス ク を外
し た な ど )、 治療装置は自動的に オ フ に な り ま す。

マ ス ク テ ス ト 
圧⼒

8 hPa 〜
20 hPa 

マ ス ク テ ス ト を実施す る際の圧⼒を こ こ で設定で
き ま す (p. 44 の 「5.6 マ ス ク テ ス ト を実施す る」
を参照 )。
マ ス ク の装着不良に よ る リ ー ク は、 し ば し ば、 高
い圧⼒で のみ起こ り ま す。

softSTART 
圧⼒

4 hPa 〜 8 hPa 
で、 0.5 刻み
( 例え ば最低

4 hPa 〜 8 hPa
な ど )。

softSTART 機能に よ り 、 寝て い る と き に換気圧⼒
に慣れやす く な り ま す。 
必要な softSTART 圧⼒を こ こ で設定す る こ と が で
き ま す。
こ の機能が設定で き ない場合は、 医師ま た は指定
さ れた業者が使用で き る状態に変更し なければな
り ま せん。
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6 メニューの設定 
6.2 付属品パラ メータ を設定す る
付属品パ ラ メ ー タ は、 付属品の使用を設定す る の に使用し ま す。

要件 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. メ ニ ュ ー ボ タ ン を押し ま す。 

2. 付属品 フ ィ ー ル ド を押し ま す。

3. 必要な設定を⾏い、 確認し ま す。

softSTART 
時間

5 分〜
最⻑ 45 分で、

5 分刻み。 

こ こ で、 softSTART の場合に換気圧⼒を治療圧⼒
ま で増加さ せ る た め の時間を設定す る こ と が で き
ま す。
こ の機能が設定で き ない場合は、 医師ま た は指定
さ れた業者が使用で き る状態に変更し なければな
り ま せん。

softPAP

オ フ
1
2
3

softPAP 呼気 リ リ ー フ機能の設定 1 お よ び 2 は、
高圧に対し て息を吐 く の が難し い と 感じ る患者の
た め の も の で す。 呼気 リ リ ー フ機能は、 呼気に移
る初期段階に圧⼒を低減す る こ と に よ っ て、 息を
吐き やす く す る も の で す。 
設定 3 は、 低圧設定で呼吸に苦し さ を感じ た こ と
が あ る患者に適し て い ま す。 こ の圧⼒は、 吸気中
に若⼲増加し ま す。
softPAP 呼気 リ リ ー フ機能の設定を こ こ で選択す
る こ と が で き、 ま た こ の機能を使用し た く ない場
合に は こ こ で解除で き ま す。
• 設定 1：低レ ベ ル の呼気 リ リ ー フ
• 設定 2：正常レ ベ ル の呼気 リ リ ー フ
• 設定 3：吸気支援を伴 う 呼気 リ リ ー フ
こ の機能は、 CPAP お よ び APAP モ ー ド で のみ使用
で き ま す。 こ れ ら の モ ー ド で こ の機能が設定で き
ない場合は、 医師ま た は指定さ れた業者が使用で
き る状態に変更し なければな り ま せ ん。 

パラ メータ 可能な値 説明

パラ メータ 可能な値 説明
チ ュ ー ブ タ イ プ 22 mm 使用す る ホ ー ス タ イ プ の直径です。

エ ア フ ィ ル タ 
を交換

交換済み
キ ャ ン セ ル

エ ア フ ィ ル タ を交換し た か ど う か を こ こ で指定し
ま す。 
こ の機能に つ い て は、 指定さ れた業者が エ ア フ ィ
ル タ交換通知を オ ン に し なければな り ま せ ん。
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6 メニューの設定
6.3 時刻パラ メータ を設定す る
時刻パ ラ メ ー タ では、 現在の時刻、 タ イ ム ゾ ー ン、 必要な起
床時間を分単位で設定し ま す。

要件 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. メ ニ ュ ー ボ タ ン を押し ま す。 

2. 時刻 フ ィ ー ル ド を押し ま す。

3. 必要な設定を⾏い、 確認し ま す。

パラ メータ 可能な値 説明

時刻

現在の時刻を こ こ で設定で き ま す：
• 夏時間ま た は標準時の い ずれか を選択し ま す。 

記号の背景が緑色の場合、 そ の設定が有効で あ
る こ と を示し ま す。

• 右側の矢印キ ー を使 っ て分を設定し ま す。
• 時間を設定す る に は：別の タ イ ム ゾ ー ン を選択

し ま す。
• 時計の表示方式を選択し ま す：  

24 時間 (0 〜 24) 
12 時間 (0 〜 12)

最大で、 最後の治療の終了時ま で時刻を リ セ ッ ト
す る こ と が で き ま す。

タ イ ム ゾ ー ン UTC -12 〜
UTC +12 必要な タ イ ム ゾ ー ン を こ こ で選択し ま す。

起床時間 00:00〜12:00 
/23:59 

起床し た い時刻を こ こ で設定し ま す (p. 49 の
「5.9.1 起床時間を設定し、 ア ラ ー ム を オ ン に す る」
を参照 )。
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6 メニューの設定 
6.4 装置パラ メータ を設定す る
デ ィ ス プ レ イ の明る さ や音声信号の音量な ど の値を、 必要に
応じ て、 装置パ ラ メ ー タ を使 っ て設定す る こ と が で き ま す。

要件 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. メ ニ ュ ー ボ タ ン を押し ま す。 

2. 装置 フ ィ ー ル ド を押し ま す。

3. 必要な設定を⾏い、 確認し ま す。

パラ メータ 可能な値 説明

画面明る さ
1
2
3

デ ィ ス プ レ イ の明る さ を こ こ で設定す る こ と が で
き ま す。
• レ ベ ル 1：暗い
• レ ベ ル 2：普通
• レ ベ ル 3：明る い

省エ ネ オ フ
オ ン

治療が終わ っ て か ら 15 分経つ と 自動的に治療装置
が省エ ネ モ ー ド に な る よ う に す る か ど う か を、 こ
こ で設定、 ま た は解除す る こ と が で き ま す。
治療装置を日中に省エ ネ モ ー ド に し て お く と 、 電
⼒の節約に な り ま す。

キ ー音量

オ フ
1
2
3

こ こ で キ ー を押し た と き の音量を設定し、 ま た音
声信号を オ フ に す る こ と が で き ま す。
• レ ベ ル 1：静か
• レ ベ ル 2：普通
• レ ベ ル 3：大音量

ア ラ ー ム音量
1
2
3

ア ラ ー ム の音量を こ こ で設定す る こ と が で き ま す。 
• レ ベ ル 1：静か
• レ ベ ル 2：普通
• レ ベ ル 3：大音量

目覚ま し ア ラ ー
ム音量

オ フ
1
2
3

目覚ま し ア ラ ー ム の音量を こ こ で設定す る こ と が
で き ま す。
• レ ベ ル 1：静か
• レ ベ ル 2：普通
• レ ベ ル 3：大音量
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7 清掃と洗浄
7 清掃と洗浄
7.1 一般情報

• こ の製品には使い捨て部品が含ま れ ている可能性があ り ま
す。 使い捨て部品は 1 回限り の使用のためのものです。
こ れ ら の部品は 1 回だ け使用し、 再使用は し ないで く だ さ
い。 使い捨て部品を再使用す る と 、 製品の機能 と 安全性を
損な う 可能性が あ り 、 劣化、 脆化、 摩耗、 熱付加、 化学処
理の影響等の結果 と し て予期せぬ反応を生じ る こ と が あ り
ま す。

• 消毒作業に適し た保護具を着用し て く だ さ い。

• 使用す る消毒剤に添付さ れて い る説明書を参照し て く だ 
さ い。

• 治療装置、 構成部品、 付属品の使用に つ い て は、 そ れぞれ
の取扱説明書に も従 っ て く だ さ い。

• こ の治療装置は、 指定さ れた業者に よ る清掃 と 洗浄の後
に、 別の患者に使用す る こ と が推奨さ れて い ま す。

7.2 ク リ ー ニ ン グ間隔

間隔 内容

週 1 回

治療装置を ク リ ー ニ ン グ し ま す (p. 62 の 「7.3 治療装置の清掃
と 洗浄」 を参照 )
呼吸ホ ー ス を ク リ ー ニ ン グ し ま す (p. 65 の 「7.4 呼吸ホ ー ス の
清掃 と 洗浄」 を参照 )
加温加湿器を ク リ ー ニ ン グ し ま す (p. 65 の 「7.5 加温加湿器の
清掃 と 洗浄」 を参照 ) 
医療機関：加温加湿器を消毒し ま す

月 1 回

エ ア フ ィ ル タ を ク リ ー ニ ン グ し ま す (p. 64 の 「7.3.1 エ ア フ ィ
ル タ の ク リ ー ニ ン グ ( 灰色の フ ィ ル タ )」 を参照 )

（オ プ シ ョ ン の）花粉フ ィ ル タ が取 り 付け ら れて い る場合は交換
し ま す (p. 64 の 「7.3.2 オ プ シ ョ ン の花粉フ ィ ル タ の交換 ( 白
色の フ ィ ル タ )」 を参照 ) 

6 ヶ 月ご と エ ア フ ィ ル タ を交換し ま す
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7 清掃と洗浄 
7.3 治療装置の清掃と洗浄

1. 治療装置の ス イ ッ チ を オ フ に し ま す (p. 41 の 「5.3 治療
装置の ス イ ッ チ を オ フ に す る」 を参照 )。

2. 治療装置の電源を外し ま す。

3. 加温加湿器が取 り 付け ら れて い る場合は取 り 外し ま す 
(p. 34 の 「4.3.3 使用後に加温加湿器を取 り 外す」 を参照 )。

4. 下記の表に従 っ て、 治療装置 と 構成部品の清掃 と 洗浄を⾏
い ま す：

年 1 回 呼吸ホ ー ス を交換し ま す

必要に応じ て

加温加湿器の ス ケ ー ル を除去し ま す (p. 68 の 「7.5.1 加温加湿
器の ス ケ ー ル除去」 を参照 )
医療機関：呼吸ホ ー ス を消毒し ま す (p. 65 の 「7.4 呼吸ホ ー ス
の清掃 と 洗浄」 を参照 )
加温加湿器の上部カ バ ー構成部品の状態が悪い ( 例え ばひ び割
れが あ る ) 場合に は、 交換し て く だ さ い。

使用者が代わ る と き
治療装置は指定さ れた業者に送付し て く だ さ い。 治療装置ま た
は加温加湿器を細菌フ ィ ル タ な し で使用し た場合は清掃 と 洗浄
を実施し て か ら使用し て く だ さ い。

間隔 内容

 

感電によ る負傷の危険性があ り ま す！ 
装置内に液体が浸入す る と 短絡を起こ し、 ユ ー ザ を負傷さ せ、
治療装置を破損す る恐れが あ り ま す。
⇒ 清掃 と 洗浄を開始す る前に、 治療装置の電源を外し て く だ

さ い。
⇒ 治療装置 と そ の構成部品は液体に浸さ ない で く だ さ い。
⇒ 治療装置 と そ の構成部品に液体を か けない で く だ さ い。
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7 清掃と洗浄
5. 治療装置に加温加湿器が取 り 付け ら れて い る場合は取 り 付
け ま す (p. 30 の 「4.3.2 加温加湿器を接続す る」 を参照 )。

6. 電源を接続し直し ま す。

7. 機能点検を実施し ま す (p. 71 の 「8 機能点検」 を参照 )。

正し い状態 治療装置 と 構成部品が清掃 ・ 洗浄さ れ ま し た。

部品 ク リ ーニ ン グ 消毒 滅菌

上部カ バー
水ま た は中性石
鹸を使 っ て、 布
で拭き取 り ま す。

消毒剤で拭き 
ま す 

許可さ れて
い ま せ ん

光沢表面 
( 上部カ バー )

水ま た は中性石
鹸を使 っ て、 布
で拭き取 り ま す。
マ イ ク ロ フ ァ イ
バー ク ロ ス は使
用し ない で く だ
さ い。

デ ィ ス プ レ
イ

乾燥し た布で拭
き取 り ま す。 水、
中性石鹸ま た は
マ イ ク ロ フ ァ イ
バー ク ロ ス は使
用し ない で く だ
さ い。

電源 
ユ ニ ッ ト

水ま た は中性石
鹸を使 っ て、 布
で拭き取 り ま す。

電源 
ケ ー ブ ル

水ま た は中性石
鹸を使 っ て、 布
で拭き取 り ま す。
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7 清掃と洗浄 
7.3.1 エ ア フ ィ ル タのク リ ーニ ン グ ( 灰色の フ ィ ル タ )

1. エ ア フ ィ ル タ を取 り 外し ま す。

2. 清潔な水で エ ア フ ィ ル タ を き れい に し ま す。

3. エ ア フ ィ ル タ を乾か し ま す。

4. 吸気口に エ ア フ ィ ル タ を戻し ま す。

正し い状態 エ ア フ ィ ル タ が き れい に な っ て い ま す。

7.3.2 オ プシ ョ ンの花粉フ ィ ル タの交換 ( 白色の
フ ィ ル タ )
1. エ ア フ ィ ル タ を取 り 外し ま す。

2. 花粉フ ィ ル タ を取 り 外し て捨て ま す。
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7 清掃と洗浄
3. 新し い花粉フ ィ ル タ を吸気口に挿入し ま す。

4. 吸気口に エ ア フ ィ ル タ を戻し ま す。

正し い状態 花粉フ ィ ル タ が交換さ れて い ま す。

7.4 呼吸ホースの清掃と洗浄

1. 治療装置か ら呼吸ホ ー ス を取 り 外し ま す。

2. 下記の表の記載に従 っ て呼吸ホ ー ス の清掃 と 洗浄を実施し
て く だ さ い：

3. 呼吸ホ ー ス を き れいな水で すす ぎ ま す。

4. 呼吸ホ ー ス の水気を完全に切 り ま す。

5. 呼吸ホ ー ス を吊し て、 そ の ま ま⼲し ま す。

6. 呼吸ホ ー ス を乾か し ま す。

正し い状態 呼吸ホ ー ス が清掃 ・ 洗浄さ れ ま し た。

7.5 加温加湿器の清掃と洗浄

要件 加温加湿器が治療装置か ら取 り 外さ れて い る こ と  (p. 34 の
「4.3.3 使用後に加温加湿器を取 り 外す」 を参照 )。

 

液体が浸入す る と装置が破損し ま す！
液体の浸入に よ り 装置が破損す る こ と が あ り ま す。
⇒ 呼吸ホ ー ス は必ず完全に乾い て か ら使用し て く だ さ い。

部品 ク リ ーニ ン グ 消毒 滅菌

呼吸ホ ー ス 温水 と 洗浄液で
ク リ ー ニ ン グ。 消毒液に浸漬 許可さ れて

い ま せん

加温可能な呼吸ホ ー ス を使用す る場合は、 そ の呼吸ホ ー ス の
取扱説明書に従 っ て く だ さ い。 

 

高温の ヒ ーターロ ッ ド によ る負傷の危険性があ り ま す！
使用中お よ び使用直後の加温加湿器 ヒ ー タ ー ロ ッ ド は高温で
あ り 、 触る と やけ ど す る こ と が あ り ま す。
⇒ ヒ ー タ ー ロ ッ ド は完全に冷ま し て く だ さ い。
⇒ ヒ ー タ ー ロ ッ ド に触る のは避け て く だ さ い。
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7 清掃と洗浄 
.

1. 加温加湿器を開け る に は、 上部カ バ ー下部の下側凹み を つ
か ん で、 親指で上部カ バ ー の後側を軽 く 押し ま す。

2. 加温加湿器の上部を取 り 外し ま す。

3. 加温加湿器の底部に残 っ て い る水が あれば捨て ま す。

4. 加温加湿器の上部か ら加温加湿器差し込み部を取 り 外し 
ま す。

5. 下記の表の記載に従 っ て加温加湿器のす べ て の部品の清掃
と 洗浄を実施し て く だ さ い：
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7 清掃と洗浄
6. き れいな水で部品を すす ぎ ま す。

7. 柔ら か い布で部品を丁寧に拭い て乾か し ま す。

8. 必要に応じ て加温加湿器の底部に新し い水を入れ ま す  
(p. 30 の 「加温加湿器に水を入れ る」 を参照 )。

9. 加温加湿器の上部に加温加湿器差し込み部を挿入し ま す。

部品 ク リ ーニ ン グ 消毒 滅菌

加温加湿器
底部

温水 と 洗浄液で ク リ ー ニ ン グ。 
推奨：週 1 回、 食器洗い機で加湿
器底部を洗い ま す ( 最高 65°C)。
必要に応じ て ス ケ ー ル を除去し ま
す (p. 68 の 「7.5.1 加温加湿器の
ス ケ ー ル除去」 を参照 )

消毒液に浸漬 
ま た は 5 分間煮沸

許可さ れて
い ま せん
 

加温加湿器
上部

水ま た は中性石鹸を使 っ て、 布 
で拭き取 り ま す。 マ イ ク ロ フ ァ  
イ バー ク ロ ス は使用し ない で く  
だ さ い。

消毒剤で拭き ま す  
あ る いは 5 分間煮沸

加温加湿器 
差し込み部

温水 と 洗浄液で ク リ ー ニ ン グ。  
推奨：週 1 回、 食器洗い機で加温
加湿器差し込み部を洗い ま す ( 最
高 65°C)。
必要に応じ て ス ケ ー ル を除去し ま
す (p. 68 の 「7.5.1 加温加湿器の
ス ケ ー ル除去」 を参照 )

 5 分間煮沸

ヒ ー タ ー
ロ ッ ド

必要に応じ て ス ケ ー ル を除去し ま
す (p. 68 の 「7.5.1 加温加湿器の
ス ケ ー ル除去」 を参照 )

消毒液に浸漬 
消毒液を ス プ レ ー 
ま た は 5 分間煮沸
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7 清掃と洗浄 
10.加温加湿器の底部に加温加湿器の上部を後側か ら か ぶせ、
カ チ ッ と 音が し て は ま る ま で そ っ と 押し下げ ま す。

11.加温加湿器差し込み部の流入口 と 流出口が、 加温加湿器上
部の開口部に き ち ん と 合 っ て い る こ と を確認し ま す。 
必要に応じ て開口部に指を差し込ん で、 必要な調整を⾏い
ま す。

12.治療装置に加温加湿器を接続し ま す (p. 33 の 「加温加湿
器を取 り 付け る」 を参照 )。

13.機能点検を実施し ま す (p. 72 の 「8.3 加温加湿器を点検
す る」 を参照 )。

正し い状態 加温加湿器が清掃 ・ 洗浄さ れ ま し た。

7.5.1 加温加湿器のス ケール除去
要件 加温加湿器が治療装置か ら取 り 外さ れて い る こ と  (p. 34 の

「4.3.3 使用後に加温加湿器を取 り 外す」 を参照 )。

1. 加温加湿器を開け る に は、 上部カ バ ー下部の下側凹み を つ
か ん で、 親指で上部カ バ ー の後側を軽 く 押し ま す。

2. 加温加湿器の上部を取 り 外し ま す。

3. 加温加湿気差し込み部を取 り 外し ま す。

4. 食用酢 (5% 溶液、 添加物な し ) 300 ml を、 加温加湿器
底部に入れ ま す。
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7 清掃と洗浄
5. 食用酢 (5% 溶液、 添加物な し ) を入れた ボ ウ ル に加温加
湿器差し込み部を入れ ま す。 加温加湿器差し込み部が酢で
完全に覆われ る よ う に し て く だ さ い。

6. 1 時間漬け て お き ま す。

7. 加温加湿器底部、 ヒ ー タ ー ロ ッ ド、 加温加湿器差し込み部
を き れいな水で すす ぎ ま す。

8. 加温加湿器底部、 ヒ ー タ ー ロ ッ ド、 加温加湿器差し込み部
を丁寧に乾か し ま す。

正し い状態 加温加湿器底部、 ヒ ー タ ー ロ ッ ド、 加温加湿器差し込み部の ス
ケ ー ル が除去さ れて い ま す。

7.5.2 ヒ ーターロ ッ ド のシー リ ン グ交換
要件 • 加温加湿器が治療装置か ら取 り 外さ れ、 空に な っ て い る

こ と  (p. 34 の 「4.3.3 使用後に加温加湿器を取 り 外す」
を参照 )。

• ヒ ー タ ー ロ ッ ド が冷た く な っ て い る こ と 。

1. 加温加湿器底部か ら ヒ ー タ ー ロ ッ ド を ね じ っ て外し ま す。

2. ド ラ イ バー を使 っ て、 溝を傷めない よ う 注意し なが ら、
シ ー リ ン グ を外し ま す。
JA | 69  
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7 清掃と洗浄 
3. 新し い シ ー リ ン グ を ヒ ー タ ー ロ ッ ド の溝に入れ ま す。

4. 加温加湿器底部に ヒ ー タ ー ロ ッ ド を ね じ込ん で戻し ま す。

5. 加温加湿器を閉じ ま す。

正し い状態 ヒ ー タ ー ロ ッ ド の シ ー ル が交換さ れ ま し た。
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8 機能点検
JA | 

8 機能点検
8.1 間隔

機能点検を定期的に実施し て く だ さ い：

• 清掃 と 洗浄の実施後、 毎回

• 修理後

• 少な く と も 6 カ月ご と

8.2 治療装置を点検す る
要件 • 治療装置が患者か ら外さ れて い る こ と 。

• 治療装置が電源に接続さ れて い る こ と 。

• 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. 治療装置の外側が破損し て いない か点検し ま す。  
破損し て い る場合：そ の治療装置は使用し ない で く だ 
さ い。

2. プ ラ グ と ケ ー ブ ル の外側が破損し て いない か点検し ま す。  
破損し て い る場合：指定さ れた業者に連絡し、 部品を交換
し て く だ さ い。

3. 取扱説明書に従 っ て構成部品が治療装置に正し く 接続さ れ
て い る か点検し て く だ さ い (p. 26 の 「4.2 構成部品を接
続す る」 を参照 )。

4. 治療装置の ス イ ッ チ を オ ン に し ま す (p. 38 の 「5.2 治療
装置の ス イ ッ チ を オ ン に す る」 を参照 )。

5. softSTART が有効に な っ て い る場合：softSTART ボ タ ン
を押し て、 softSTART を停止し ま す。

6. 呼吸マ ス ク の開口部を閉じ ま す。

7. 情報ボ タ ン を押し ま す。

8. デ ィ ス プ レ イ に表示さ れ る圧⼒ と 、 処方さ れて い る圧⼒を
比較し ま す。  
圧⼒差が > 1 hPa の場合：そ の治療装置は使用し ない で
く だ さ い。 指定さ れた業者に連絡し て く だ さ い。

正し い状態 機能点検の実施が完了し ま し た。
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8 機能点検 
8.3 加温加湿器を点検す る
要件 • 治療装置が患者か ら外さ れて い る こ と 。

• 治療装置が電源に接続さ れて い る こ と 。

• 治療装置が ス タ ンバイ モ ー ド に な っ て い る こ と 。

1. プ ラ ス チ ッ ク部分に ひ び割れや破損、 ひ ど い汚れがない か
点検し ま す。

2. ひ び割れ、 破損、 汚れが あ っ た場合プ ラ ス チ ッ ク部分の部
品ま た は加温加湿器差し込み部を交換し ま す。

3. 加温加湿器に、 線の と こ ろ ま で水を入れ ま す  
(p. 30 の 「加温加湿器に水を入れ る」 を参照 )。

4. 加温加湿器に リ ー ク がない か点検し ま す。

5. 加温加湿器に リ ー ク が あ っ た場合は破損し て い る部品を交
換し ま す。

6. 水を捨て ま す。

7. 加温加湿器に水を 200 ml 入れ ま す。

8. 治療装置に加温加湿器を接続し ま す (p. 33 の 「加温加湿
器を取 り 付け る」 を参照 )。

9. 加温加湿器を オ ン に し ま す (p. 46 の 「5.8.1 加温加湿器
を オ ン に す る」 を参照 )。

10.治療装置で加温レ ベ ル を 9 に設定し ま す (p. 48 の「5.8.3 
加温加湿器レ ベ ル を設定す る」 を参照 )。

11.加温加湿器が加温し て い る か点検し ま す。 
10 分後に ま っ た く 温か く な っ て いない場合は指定さ れた
業者に連絡し て く だ さ い。

12.加温加湿器が適切に作動し て いない場合や、 破損の徴候が
あ る場合は指定さ れた業者に連絡し て く だ さ い。

正し い状態 機能点検の実施が完了し ま し た。
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9 エラーメッセージ
9 エ ラーメ ッ セージ

下記の表を用い て も エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を消す こ と が で き ない場
合は、 製造メ ー カ ー ま た は指定さ れた業者に装置の修理を依頼
し て く だ さ い。 深刻な破損を防 ぐ た め、 そ の装置は使用し続け
ない で く だ さ い。

9.1 治療装置のエ ラー

エ ラー 原因 解決方法

運転音が し ない、 デ ィ  
ス プ レ イ に何も表示さ 
れない。

電源が供給さ れて いない。
電源ケ ー ブ ル が適切に接続さ れ
て い る か点検し て く だ さ い。 接
続口を点検し て く だ さ い。

SD カ ー ド故障。

SD カ ー ド を取 り 出し (p. 55 の
5.11.3 を参照 )、 装置の電源
を い っ た ん切 っ て か ら、 オ ン に
し て く だ さ い。
装置が オ ン に で き る場合は SD
カ ー ド を交換し て く だ さ い。
エ ラ ー が続 く 場合は指定さ れた
業者に連絡し て く だ さ い。

呼吸を し て も装置本体が
作動し ない。

マ ス ク が外さ れて か ら約
5 秒経過し て も、 治療装
置が停止し ない。

autoSTART-STOP 機能が
有効に な っ て いない。

autoSTART-STOP 機能を有効
に し て く だ さ い (p. 57 の 6.1
を参照 )。

autoSTART-STOP 機能
は、 電気抵抗が高い付属
品に よ り 不具合が生じ る
こ と が あ り ま す。

指定さ れた業者に連絡し て く だ
さ い。

softSTART を オ ン に で き
ない

softSTART 機能が ロ ッ ク
さ れて い る。

こ の機能が必要か ど う か医師に
確認し て く だ さ い。

圧⼒下限値に到達し ない

エ ア フ ィ ル タ が汚れて 
い る。

エ ア フ ィ ル タ を ク リ ー ニ ン グ し
て く だ さ い。 必要に応じ て フ ィ
ル タ を交換し て く だ さ い (p. 61
の 「7 清掃 と 洗浄」 を参照 )。

呼吸マ ス ク か ら空気漏れ
が あ る。

ヘ ッ ド ギ ア を調節し て、 マ ス ク
を ぴ っ た り フ ィ ッ ト さ せ て く だ
さ い。
必要に応じ て、 マ ス ク を交換し
て く だ さ い。
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9 エラーメッセージ 
9.2 加温加湿器のエ ラー

エ ラー 原因 解決方法

加温加湿器が温か く な
ら ない。

加温加湿器レ ベ ル が オ フ に
な っ て い る

加温加湿器レ ベ ル を設定し て
く だ さ い (p. 48 の 5.8.3 を参
照 )。

加温加湿器が故障し て い る 治療装置の修理を依頼し て く
だ さ い。

加温加湿器が リ ー ク し
て い る。

ヒ ー タ ー ロ ッ ド の シ ー リ ン グ
が破損し て い る。

シ ー リ ン グ を交換し て く だ さ
い (p. 69 の 7.5.2 を参照 )。

加温加湿器差し込み部が正し
く 挿入さ れて いない。

加温加湿器差し込み部を正し
く 挿入し て く だ さ い (p. 65 の
7.5 を参照 )。

加温加湿器差し込み部が破損
し て い る

加温加湿器差し込み部を交換
し て く だ さ い。

加温加湿器底部に ひ び割れが
あ る

加温加湿器底部を交換し て く
だ さ い。

加温加湿器が オ フ に
な っ て い る

加温加湿器に水が入 っ て い 
ない。

加温加湿器に水を入れて く だ
さ い (p. 30 の を参照 )。
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9 エラーメッセージ
9.3 表示メ ッ セージ
Error (xxx): 取扱説明書の指示に従っ て く だ さ い と い う メ ッ
セ ー ジ が デ ィ ス プ レ イ に表示さ れた場合は、 表示さ れて い る エ
ラ ー コ ー ド を下記の表で⾒つ け て く だ さ い。 記述に従 っ て エ
ラ ー に対処し て く だ さ い。

エ ラー コ ー ド 原因 解決方法

(108) 治療装置が設定時刻
を表示し ない。

指定さ れた業者に連絡し、 修理を依頼し て く だ
さ い。

(204) 加温加湿器が適正に
作動し ない。

加温加湿器を治療装置か ら取 り 外し、 接続し直
し て く だ さ い (p. 34 の 4.3.3 を参照 )。 
そ れで も同じ メ ッ セ ー ジ が表示さ れ る場合は、
指定さ れた業者に連絡し、 装置 と 加温加湿器の
点検を依頼し て く だ さ い。

(205) 電源電圧が許容範囲
内ではない。

正し い電源ユ ニ ッ ト が 使用さ れて い る か確認し
て く だ さ い。 指定さ れた業者に連絡し、 装置 と
電源ユ ニ ッ ト の点検を依頼し て く だ さ い。 

(206) prismaCONNECT モ
ジ ュ ー ル の エ ラ ー。

prismaCONNECT モ ジ ュ ー ル を取 り 外し、 取 り
付け し直し て く だ さ い。 エ ラ ー が続 く 場合は指
定さ れた業者に連絡し、 prismaCONNECT モ
ジ ュ ー ル の交換を依頼し て く だ さ い。 

(702)
装置出口が塞がれて
い る。 /  
治療装置に水が入 っ
て い る。 

呼吸ホ ー ス と 装置出口が塞がれて い ない こ と を
確認し て く だ さ い。  
エ ラ ー が続 く 場合は： 
• 装置内に水が入 っ て いない か チ ェ ッ ク し て く

だ さ い。 こ れ を⾏ う に は、 加温加湿器 と 側面
部品を外し、 開け た側を下に向け て装置を傾
け て く だ さ い。

• 水が出て来た場合は水を す べ て排出し て く だ
さ い。 

• メ ッ セ ー ジ が表示さ れな く な る ま で、 装置を
乾燥さ せ て く だ さ い。 以降は、 加温加湿器に
水が入 っ た ま ま で装置を動か さ ない で く だ さ
い。 

• 水が呼吸ホ ー ス内に溜ま っ て い る場合は加温
加湿器レ ベ ル を下げ て、 結露を防い で く だ さ
い。 

そ の他の エ
ラ ー コ ー ド 電子部品の問題

治療装置の電源を い っ た ん外し、 接続し直し ま
す (p. 26 の 4.2.1 を参照 )。  
そ れで も同じ メ ッ セ ー ジ が表示さ れ る場合は、
指定さ れた業者に連絡し、 装置 と 加温加湿器の
点検を依頼し て く だ さ い。
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10 メンテナンス 

10 メ ン テ ナ ン ス
こ の治療装置の メ ン テ ナ ン ス お よ び修理は、 製造メ ー カ ー か、 製
造メ ー カ ー に よ り 正規に認定さ れ た技術者のみが実施で き ま す。

不具合等が発生し た場合は、 医師ま た は業者に連絡し て く だ
さ い。

機能点検 (p. 71 の 「8 機能点検」 を参照 ) の際に部品故障に
気づ い た場合は、 指定さ れた業者に ご連絡 く だ さ い。
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11 保管と廃棄

11 保管と廃棄
11.1 運搬と保管

11.1.1 一般情報
本装置は規定の環境条件下で運搬お よ び保管し て く だ さ い  
(p. 78 の 「12.1 テ ク ニ カ ル デ ー タ」 を参照 )。

11.1.2 治療装置を保管す る
1. 治療装置の ス イ ッ チ を オ フ に し ま す (p. 41 の 「5.3 治療

装置の ス イ ッ チ を オ フ に す る」 を参照 )。

2. 治療装置の電源を外し ま す。

3. 治療装置、 構成部品、 付属品の ク リ ー ニ ン グ を⾏い ま す 
(p. 61 の 「7 清掃 と 洗浄」 を参照 )。

4. 治療装置、 構成部品、 付属品を乾燥し た場所に保管し て く
だ さ い。

正し い状態 治療装置、 構成部品、 付属品は乾燥し た場所に保管さ れて い
ま す。

11.2 廃棄
11.2.1 電子機器廃棄物

こ の製品を生活廃棄物 と し て捨て ない で く だ さ い。 適切な廃棄
方法に つ い て は、 認可を受け た有資格の電子機器廃棄 ・ リ サ イ
ク ル業者に ご相談 く だ さ い。  
装置の パ ッ ケ ー ジ ( 段ボ ー ル箱 と 緩衝材 ) は廃棄紙 と し て処分
す る こ と が で き ま す。
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12 付録 
12 付録
12.1 テ ク ニ カ ル データ

12.1.1 治療装置テ ク ニ カ ル データ

仕様 治療装置
93/42/EEC に よ る製品分類 IIa
寸法： 幅 × 高さ × 奥⾏き (cm) 17×13.5×18
重量 1.4 kg
温度範囲 
- 使用時 
- 運搬 と 保管

 
+5°C 〜 +40°C 
-25°C 〜 +70°C

運転時、 運搬時、 お よ び保管時の許
容湿度 相対湿度 15% 〜 93% ( 結露が ない こ と )

気圧範囲
700 hPa 〜 1060 hPa 
( 海抜 3000 m 超に相当 )
自動高度調整

呼吸ホ ー ス の接続直径 (mm) 22 ( 標準コ ー ン に適合 )
電源 最大 40 VA

シ ス テ ム イ ン タ フ ェ ー ス 12 V DC 
最大 10 VA

使用時の電流消費 ( 治療時 )
240 V AC
100 V AC

ス タ ン バ イ モ ー ド時 ( ス タ ン バ イ )
240 V AC
100 V AC

0.11 A 
0.25 A

0.035 A 
0.022 A

DIN EN 60601-1-11 に よ る分類 : 
感電に対す る保護ク ラ ス 
 
感電に対す る保護の程度 
 
水 と 異物の浸入に対す る保護

保護ク ラ ス II 
 
タ イ プ BF 
 
IP21

IEC 60601-1 に よ る分類： 
オ ペ レ ー テ ィ ン グ モ ー ド 連続使用
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M

 



 W
M

 67848j 01/2019   

12 付録
適用部品 呼吸マ ス ク
ISO 80601-2-70 に よ る使用時の平
均音圧レ ベ ル

10 hPa で約 26.5 dB(A) ( 音響パ ワ ー レ ベ ル
34.5 dB(A) に相当 )

ISO 80601-2-70 に よ る加温加湿器
併用使用時の平均音圧レ ベ ル

10 hPa で約 27.5 dB(A) ( 音響パ ワ ー レ ベ ル
35.5 dB(A) に相当 )

ア ラ ー ム メ ッ セ ー ジ の音圧レ ベ ル 少な く と も 58 db(A)

ア ラ ー ム ( オ プ シ ョ ン )
prisma30ST、 prisma30ST-C、
prismaLAB
無呼吸、 分時換気量が低下、 1 回換気量が低下

ア ラ ー ム出⼒ 光学的ア ラ ー ム、 音声ア ラ ー ム
CPAP 使用圧⼒範囲 4 hPa 〜 20 hPa
AcSV 圧⼒範囲 4 hPa 〜 30 hPa
BiLevel 圧⼒範囲 4 hPa 〜 30 hPa

圧⼒精度 < 20 hPa:± 0.6 hPa 
> 20 hPa:± 0.8 hPa

P Limmax ( エ ラ ー時の最大圧⼒ ) < 40 hPa

AcSV モ ー ド の目標量
AcSV モ ー ド の目標量を設定す る こ と はで き ま
せん。 圧⼒制御に よ っ て、 そ れぞれの現在の レ
ベ ル で量が常に安定化さ れ ま す。 

AcSV モ ー ド と autoS/T モ ー ド の自
動バ ッ ク ア ッ プ頻度

自動バ ッ ク ア ッ プ頻度は、 フ ィ ル タ さ れた自発
呼吸数 と 、 患者の相対的毎分換気量に応じ て、
10 bpm 〜 20 bpm で連続的に適合さ れ ま す。

softSTART 設定可能 0; 5 〜 45 min
softSTART 圧⼒ 最低 4 hPa

仕様 治療装置
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12 付録 
ISO 80601-2-70 に よ る ピ ー ク流量 

CPAP お よ び APAP モ ー ド
テ ス ト圧⼒：
4 hPa
8 hPa
12 hPa
16 hPa
20 hPa

AcSV モ ー ド
テ ス ト圧⼒：
4 hPa
10.5 hPa
17 hPa
23.5 hPa
25 hPa
30.0 hPa

40 L/ 分の流量で患者
接続開口部で測定し た
圧⼒

4.0 hPa 
8.0 hPa
11.9 hPa
15.9 hPa
19.9 hPa

4.0 hPa
10.4 hPa
17.0 hPa
23.5 hPa
25 hPa
30.0 hPa

患者接続開口部で の平
均流量

235 L/ 分
230 L/ 分
220 L/ 分
215 L/ 分
210 L/ 分

235 L/ 分
225 L/ 分
215 L/ 分
200 L/ 分
195 L/ 分
190 L/ 分

呼吸気の加温 最大 +3°C

2 つ の圧⼒レ ベ ル の モ ー ド で の
ISO 80601-2-70 に よ る動圧⼒の安
定性 ( 短期的精度 )
吸気 10 bpm の と き
吸気 15 bpm の と き
吸気 20 bpm の と き
呼気 10 bpm の と き
呼気 15 bpm の と き
呼気 20 bpm の と き

Δp = 0.8 hPa
Δp = 1.4 hPa
Δp = 2.4 hPa
Δp = 0.6 hPa
Δp = 0.6 hPa
Δp = 0.6 hPa

酸素バル ブ を介す る圧⼒低下
90 L/ 分
60 L/ 分
30 L/ 分

0.5 hPa
0.25 hPa
0 hPa

追加酸素流量の推奨最大値 15 L/ 分
体積測定 (20°C) の精度 ±20%

仕様 治療装置
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フ ィ ル タ リ ン グ と ス ム ー ジ ン グ技法

• 設定で き る目標量： 
「遅い」 レ ベ ル で は、 装置は呼吸 8 回ご と
に、 目標量に達し て い る か、 圧⼒が 0.5 
hPa 以上変化し て い る か を チ ェ ッ ク し ま
す。 圧⼒が目標量周辺の範囲に達し て い る
場合は、 正確な調節に切 り 替え ら れ ま す。  
「中」 レ ベ ル で は、 装置は呼吸 5 回ご と に、
目標量に達し て い る か、 圧⼒が 1.0 hPa 以
上変化し て い る か を チ ェ ッ ク し ま す。 圧⼒
が目標量周辺の範囲に達し て い る場合は、
正確な調節に切 り 替え ら れ ま す。 
「速い」 レ ベ ル で は、 装置は毎回の呼吸ご と
に、 目標量に達し て い る か、 圧⼒が 1.5 
hPa 以上変化し て い る か を チ ェ ッ ク し ま
す。 圧⼒が目標量周辺の範囲に達し て い る
場合は、 正確な調節に切 り 替え ら れ ま す。

花粉フ ィ ル タ
1 µm 以下
0.3 µm 以下

フ ィ ル タ ク ラ ス E10
> 99.5%
> 85%

花粉フ ィ ル タ の使用寿命 約 250 時間

SD カ ー ド
メ モ リ サ イ ズ 256 MB 〜 8 GB が使用可能。
SD 物理層規格バー ジ ョ ン 2.0 対応イ ン タ
フ ェ ー ス

仕様 治療装置
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12 付録 
治療装置の部品はす べ て ラ テ ッ ク ス フ リ ー です。 
WM 100 TD 治療装置は オ ー プ ン ソ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア
FreeRTOS.org を使用し て い ま す。

装置の ソ フ ト ウ ェ ア に は、 GPL の対象 と な る コ ー ド が含ま れ 
て い ま す。 ご要望に応じ て、 ソ ー ス コ ー ド と GPL が提供さ れ
ま す。 

12.1.2 電源ユ ニ ッ ト テ ク ニ カ ル データ

12.1.3 加温加湿器テ ク ニ カ ル データ

測定の許容誤差範囲

圧⼒： 測定値の ± 0.75% ま た は ± 
0.1 hPa

流量： ± 4 L/ 分
温度： ± 1.5°C
音圧レ ベ ル と 音響パ
ワ ー レ ベ ル ± 2 dB(A)

設計改変権利保有。
す べ て の流量値 と 換気量値は STPD 条件下で測定さ れて い 
ま す。

仕様 電源装置
入⼒電圧 / 最大電流 100 V 〜 240 V AC, 3 A - 1.5 A
入⼒周波数 50 Hz 〜 60 Hz
出⼒電圧 / 最大電流 37 V DC, 2.5 A
航空機内使用時の入⼒電圧 115 V
航空機内使用時の周波数 400 Hz

仕様 prismaAQUA
93/42/EEC に よ る製品分類 IIa
寸法： 幅 × 高さ × 奥⾏き (cm) 14×13.5×18
重量 ( 水を除 く )  0.6 kg
温度範囲 
使用時 
保管

 
+5°C 〜 +37°C 
-25°C 〜 +70°C

使用時 ・ 保管時の許容湿度 15% 〜 93% ( 結露がない こ と )

気圧範囲 700 hPa 〜 1060 hPa  
( 海抜 3000 m 超に相当 )
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電源 最大 40 VA ( 許可さ れて い る装置 と 併
用す る場合のみ )

DIN EN 60601-1-11 に よ る分類 : 

感電に対す る保護の タ イ プ 
 
感電に対す る保護の程度 
 
水 と 異物の侵入に対す る保護

 
保護ク ラ ス II 
 
タ イ プ BF 
 
IP22

DIN EN 60601-1 に よ る分類：
オ ペ レ ー テ ィ ン グ モ ー ド 連続使用
DIN EN 60601-1-2  
に よ る電磁両⽴性 (EMC)

電波⼲渉抑制
電波⼲渉イ ミ ュ ニ テ ィ

試験パ ラ メ ー タ と 制限値は、 必要に応じ
て メ ー カ ー に ご請求い た だ け ま す。

EN 55011 B
IEC 61000-4 Part 2 〜 6、 Part 11、
Part 8
IEC 61000-3 Part 2 お よ び 3

呼吸気の加温 最大 +3°C
DIN EN ISO 8185 に よ る加温加湿器シ ス テ
ム出⼒ 最低 19.89 mg H2O/L ( 空気 )

最大充填量 400 ml
圧⼒低下 WM 100 TD 治療装置 と WM 100 TH 

加温加湿器の組み合わせ に よ っ て圧⼒ 
低下が増え る こ と はない。

最大流量 248 L/ 分
使用時最大許容圧⼒ 40 hPa
最大使用圧⼒で の気体漏れ 0.0 L/ 分

仕様 prismaAQUA
JA | 83  
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12 付録 
12.2 圧⼒体積曲線
AV=0.5 l、 f=20/ 分で の pV 曲線

12.3 液圧シ ス テ ム構成図
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12.4 エ ミ ッ シ ョ ン

12.5 イ ミ ュ ニ テ ィ

ガ イ ド ラ イ ン と製造業者の宣言 - エ ミ ッ シ ョ ン
本装置は ご家庭お よ び適切な医療施設の両方に お い て、 固定型お よ び移動型の運転
動作で使用す る こ と が で き ま す。 
住宅エ リ ア に お い て本装置は無線妨害を引き起こ す可能性が あ る た め、 例え ば位置
合わせ を新し く す る な ど 適切な修正を⾏ う 必要が出て く る こ と が あ り ま す。

エ ミ ッ シ ョ ン測定 適合性
CISPR 11 準拠の高周波エ ミ ッ シ ョ ン グ ル ー プ 1
CISPR 11 準拠の高周波エ ミ ッ シ ョ ン ク ラ ス B
IEC 61000-3-2 の高調波電流エ ミ ッ シ ョ ン ク ラ ス A
IEC 61000-3-3 準拠の電圧変動 / フ リ ッ カ の エ ミ ッ シ ョ ン 適合

ガ イ ド ラ イ ン と製造業者の宣言 - イ ミ ュ ニ テ ィ
本装置は ご家庭お よ び適切な医療施設の両方に お い て、 固定型お よ び移動型の運転動
作で使用す る こ と が で き ま す。 
住宅エ リ ア に お い て本装置は無線妨害を引き起こ す可能性が あ る た め、 例え ば位置合
わせ を新し く す る な ど 適切な修正を⾏ う 必要が出て く る こ と が あ り ま す。

イ ミ ュ ニ テ ィ試験 IEC 60601 試
験レ ベ ル 適合レ ベ ル 電磁波環境 - ガ イ ド ラ イ ン

IEC 61000-4-2 準
拠の静電気放電 
(ESD)

± 8 kV 接触放電
± 15 kV 気中放
電

± 8 kV 接触放電
± 15 kV 気中放
電

床は木材ま た は コ ン ク リ ー
ト製で あ る か、 あ る いはセ
ラ ミ ッ ク タ イ ル が敷かれて
い る必要が あ り ま す。 床が
合成材料で覆われて い る場
合、 相対湿度は少な く と も
30％以上なければな り ま せ
ん。

IEC 61000-4-4 準
拠の電気的高速過渡
/ バ ー ス ト

± 2 kV ( 電源ラ
イ ン )  
± 1 kV ( 入⼒ラ
イ ン と 出⼒ラ イ
ン )
接続時間 ≥ 60
秒
バ ー ス ト周波数: 
100 kHz

± 2 kV ( 電源ラ
イ ン )  
± 1 kV ( 入⼒ラ
イ ン と 出⼒ラ イ
ン )
接続時間 ≥ 60 秒
バー ス ト周波数 : 
100 kHz

供給電圧の品質が一般的な
事業環境ま た は病院環境に
適し て いなければな り ま せ
ん。
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12 付録 
IEC 61000-4-5 準
拠の サ ー ジ電圧 /
サ ー ジ

ソ ー ス イ ン ピ ー
ダ ン ス : 2Ω、
18 μF: 0.5 kV、
1 kV 
サ ー ジ電圧の数: 
5 つ の サ ー ジ電
圧 / 位相角 
位相角 : 0°、
90°、 180°、
270°
繰返し率 : 60 秒

ソ ー ス イ ン ピ ー
ダ ン ス : 2Ω、
18 μF: 0.5 kV、
1 kV 
サ ー ジ電圧の数 : 
5 つ の サ ー ジ電圧
/ 位相角 
位相角 : 0°、
90°、 180°、
270°
繰返し率 : 60 秒

供給電圧の品質が一般的な
事業環境ま た は病院環境に
適し て いなければな り ま せ
ん。

IEC 61000-4-11
準拠の電圧デ ィ ッ プ
/ 短時間停電お よ び
供給電圧の変動

電圧デ ィ ッ プ の
数 : 3 つ の
デ ィ ッ プ レ ベ ル /
継続時間 :
30% / 500 ミ リ
秒
60% / 100 ミ リ
秒
100% / 20 ミ リ
秒
100% / 10 ミ リ
秒 (0°、 45°、
90°、 135°、
180°、 225°、
270° お よ び
315° の場合 )

電圧デ ィ ッ プ の
数 : 3 つ の デ ィ ッ
プ レ ベ ル / 継続
時間 :
30% / 500 ミ リ
秒
60% / 100 ミ リ
秒
100% / 20 ミ リ
秒
100% / 10 ミ リ
秒 (0°、 45°、
90°、 135°、
180°、 225°、
270° お よ び
315° の場合 )

供給電圧の品質が一般的な
事業環境ま た は病院環境に
適し て いなければな り ま せ
ん。 装置の ユ ー ザ ー が停電
が発生し た際に も機能の継
続を必要 と す る場合、 装置
に無停電電源装置ま た は
バ ッ テ リ ー か ら電⼒供給す
る こ と を お勧め し ま す。

電源周波数磁界
(50/60 Hz) 
IEC 61000-4-8 準
拠

30 A/m
継続時間：30 秒 
( 軸ご と )
軸 : X 軸、 Y 軸、
Z 軸

30 A/m
継続時間：30 秒 
( 軸ご と )
軸 : X 軸、 Y 軸、
Z 軸

電源周波数磁界は事業環境
や病院環境にみ ら れ る典型
的な値に対応し て いなけれ
ばな り ま せ ん。

ガ イ ド ラ イ ン と製造業者の宣言 - イ ミ ュ ニ テ ィ
本装置は ご家庭お よ び適切な医療施設の両方に お い て、 固定型お よ び移動型の運転動
作で使用す る こ と が で き ま す。 
住宅エ リ ア に お い て本装置は無線妨害を引き起こ す可能性が あ る た め、 例え ば位置合
わせ を新し く す る な ど 適切な修正を⾏ う 必要が出て く る こ と が あ り ま す。

イ ミ ュ ニ テ ィ試験 IEC 60601 試
験レ ベ ル 適合レ ベ ル 電磁波環境 - ガ イ ド ラ イ ン
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12.6 ME 機器及び ME シ ス テ ムのイ ミ ュ
ニ テ ィ

ガ イ ド ラ イ ン と製造業者の宣言 - イ ミ ュ ニ テ ィ
本装置は ご家庭お よ び適切な医療施設の両方に お い て、 固定型お よ び移動型の運転動
作で使用す る こ と が で き ま す。 
住宅エ リ ア に お い て本装置は無線妨害を引き起こ す可能性が あ る た め、 例え ば位置合
わせ を新し く す る な ど 適切な修正を⾏ う 必要が出て く る こ と が あ り ま す。

イ ミ ュ ニ テ ィ試験 IEC 60601 試
験レ ベ ル 適合レ ベ ル 電磁波環境 - ガ イ ド ラ イ ン

携帯型お よ び移動型の無線
機器が
本装置 ( ケ ー ブ ル も含む ) 
に対し て、 送信周波数に適
用さ れ る式で計算さ れ る推
奨安全距離よ り も近 く に
あ っ て はな り ま せ ん。
推奨安全距離 :

IEC 61000-4-6 準
拠の誘導さ れた伝導
妨害

10 V 実効値
ISM バ ン ド内で
150 kHz 〜
80 MHz

10 V 1.7 m

IEC 61000-4-3 準
拠の放射さ れた伝導
妨害

10 V/m
80 MHz 〜
2.7 GHz
2 Hz 時に約 
80% AM

10 V/m
1.7 m (80 MHz 〜
800 MHz)
3.25 m (800 MHz 〜
2.7 GHz)

IEC 61000-4-8 準
拠の電源周波数磁界 
(50/60 Hz)

30 A/m 30 A/m
電源周波数磁界は事業環境
や病院環境にみ ら れ る典型
的な値に対応し て いなけれ
ばな り ま せ ん。
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12 付録 
12.7 同梱部品
12.7.1 標準同梱部品

部品番号の後半部分の XXXX は、 付属品を示し、 こ れに は異
な る バー ジ ョ ン を使用す る こ と が で き ( 例え ば携帯用バ ッ グ、
呼吸ホ ー ス )、 さ ま ざ ま な組み合わせ が可能です。

prisma20A ( 完全品 ) WM 29600-
XXXX

部品 製品番号
prisma20A 基本装置 WM 100 TD WM 29605
呼吸ホ ー ス WM 24445
電源ユ ニ ッ ト WM 29657
電源ケ ー ブ ル WM 24133
セ ッ ト、 エ ア フ ィ ル タ 2 枚 WM 29928

携帯用バ ッ グ
装置のバージョ
ンによって異な
ります 

ロゴ付きの丸いステッカー WM 29899
SD カ ー ド WM 29794
取扱説明書 WM 67848
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prismaCR ( 完全品 ) WM 29960-
XXXXX

部品 製品番号
prismaCR 基本装置 WM 100 TD WM 29965
呼吸ホ ー ス WM 24445
電源ユ ニ ッ ト WM 29657
電源ケ ー ブ ル WM 24133
セ ッ ト、 エ ア フ ィ ル タ 2 枚 WM 29928

携帯用バ ッ グ
装置のバージョ
ンによって異な
ります 

ロゴ付きの丸いステッカー WM 29899
SD カ ー ド WM 29794
取扱説明書 WM 67848

prismaAQUA WM 29680
JA | 89  
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